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１ 設立の経緯 

１９７８年に開港した成田空港は、日本の表玄関として成長を続け、２０１０年１０月に成田空

港の年間発着容量３０万回への増枠が合意されると、それ以降、ＬＣＣの新規就航や国際・国内ネ

ットワークが拡充されるなど、成田空港を取り巻く動きが活発化し、成田空港への鉄道・バスアク

セスの向上や圏央道の木更津東―東金間の開通などにより、成田空港を中心とした広域的な人・

物・財の流れの創出という新たな可能性が生まれていった。 

成田空港活用協議会は、この新たな動きを取り込み、成田空港の高まるポテンシャルと圏央道等

高速道路網整備の進展などを千葉県経済の活性化につなげるため、２０１２年９月に「グレードア

ップ『ナリタ』活用戦略会議」が取りまとめた提言「成田空港を活用した経済活性化戦略」を踏ま

え、経済界や民間の事業者、行政といった幅広い主体が結集し、成田空港を活用した本県経済の活

性化の取組を「オール千葉」で一丸となって進めるべく２０１３年７月３１日に設立された。 
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２ 成田空港活用協議会設立発起人 

 

（代表発起人） 

一般社団法人千葉県商工会議所連合会 会長 石 井 俊 昭 

千葉県知事 森 田 健 作  

 

（経済団体） 

千葉県経済同友会 代表幹事 佐久間  利 

一般社団法人千葉県経済協議会 会長 花 田   力  

一般社団法人千葉県経営者協会 会長 綿 貫 弘 一 

千葉県商工会連合会 会長 花 島 敬一郎 

千葉県中小企業団体中央会 会長 坂 戸 誠 一 

 

（交通事業者） 

成田国際空港株式会社 代表取締役社長 夏 目   誠 

東日本旅客鉄道株式会社 執行役員千葉支社長 椿     浩 

京成電鉄株式会社 代表取締役社長 三 枝 紀 生 

一般社団法人千葉県バス協会 会長 大 室   健 

一般社団法人千葉県タクシー協会 会長 道祖尾   均 

 

（観光関連団体） 

公益社団法人千葉県観光物産協会 会長 髙 橋 弘 之 

 

（自治体） 

成田市長 小 泉 一 成 
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３ 組織概要 

名 称 成田空港活用協議会 

設立日 平成２５年７月３１日 

目 的 ３０万回化を受けた成田空港の新しい動きを千葉県経済の活性化につなげることを目指

した「グレードアップ『ナリタ』活用戦略会議」の提言を実現するため、県内から幅広

い参加を得て、成田空港からの人・物・財の流れを県内に取り込み、また、成田空港を

成長させるための諸事業を実施することにより、千葉県経済の活性化に寄与することを

目的とする。 

事 業 （１）国内線利用者の県内観光の推進に資する事業 

（２）インバウンド県内観光の推進に資する事業 

（３）成田空港発の県内企業ビジネスの創出に資する事業 

（４）ナリタファンの拡大に資する事業 

（５）OUR AIRPORT としての利用促進に資する事業 

（６）成田空港の利便性向上に資する事業 

（７）会員相互の情報共有に関する事業 

（８）その他目的達成に必要な事業 

構 成 経済団体、事業者団体（観光、産業、交通その他団体）、企業、地方自治体 

期 間 平成２５年度～平成２９年度（５年間） 

 

４ 組織図 
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５ 役員 

会  長   石 井 俊 昭 (一社)千葉県商工会議所連合会会長 

特別顧問 森 田 健 作 千葉県知事  

副 会 長 佐久間  利 千葉県経済同友会代表幹事 

      木 本 憲太郎 (一社)千葉県経済協議会会長 

      小 島 信 夫 (一社)千葉県経営者協会会長 

      小 泉 一 成 成田市長 

      夏 目   誠 成田国際空港㈱代表取締役社長 

監  事 和 泉 善 久 千葉県商工会連合会会長 

      平   栄 三 千葉県中小企業団体中央会会長 

参  与 水 野   創 ㈱ちばぎん総合研究所取締役社長 

      飯 沼 喜市郎 (公社)千葉県観光物産協会会長 

      赤 塚   稔 (公財)ちば国際コンベンションビューロー代表理事 

平成３０年３月３１日現在 

 

６ 幹事 

(一社)千葉県商工会議所連合会 専務理事（幹事長）                     

 千葉県経済同友会      事務局長    

(一社)千葉県経済協議会    専務理事    

(一社)千葉県経営者協会  専務理事    

千葉県商工会連合会      専務理事    

千葉県中小企業団体中央会  専務理事    

成田国際空港㈱       常務取締役   

千葉県             空港地域振興課長   

成田市          観光プロモーション課長    

㈱ちばぎん総合研究所   調査部部長（経済活性化部会 部会長） 

(公社)千葉県観光物産協会   専務理事 （プロモーション部会 部会長）  

(公財)ちば国際ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰ 事務局長  （プロモーション部会 副部会長） 

平成３０年３月３１日現在 

  



- 5 - 

７ 会員企業・団体一覧 

[会員]１４６団体 

〈企業・団体会員〉９９団体（五十音順） 

アイベックスエアラインズ㈱ ㈱千葉銀行 東京空港交通㈱ 

㈱秋葉牧場 ㈱ちばぎん総合研究所 ㈱トヨタレンタリース新千葉 

阿部建設㈱ (一財)千葉県勝浦海中公園センター ㈱トヨタレンタリース千葉 

㈱飯沼本家 (公社)千葉県観光物産協会 成田空港交通㈱ 

イオン㈱ (一社)千葉県経営者協会 成田空港レンタカー協議会 

泉観光バス㈱千葉営業所 (一社)千葉県経済協議会 成田国際空港㈱ 

㈱NAA リテイリング 千葉県経済同友会 大本山成田山新勝寺 

㈱エム・アイ・エス・インターナショナル 千葉県ゴルフ協会 （一社）成田市観光協会 

㈱オリエンタルランド 
千葉県市町村職員共済組合 

オークラ千葉ホテル 
成田商工会議所 

㈱かずさアカデミアパーク 千葉県酒造組合 成田タクシー㈱ 

㈱鏑木商会 千葉県酒類販売㈱ 成田地区ホテル業協会 

㈱北四国産業 (一社)千葉県商工会議所連合会 日東交通㈱ 

近畿日本ツーリスト㈱  

首都圏千葉団体旅行支店 
千葉県商工会連合会 日本航空㈱ 

㈱グランビスタ ホテル＆リゾート 

鴨川シーワールド 
(一社)千葉県タクシー協会 ㈱日本旅行 千葉支店 

㈱グリーンポート・エージェンシー 千葉県中小企業団体中央会 バニラ・エア㈱ 

京成電鉄㈱ (一社)千葉県バス協会 ビィー・トランセホールディングス㈱ 

京成トラベルサービス㈱ 千葉県貿易協同組合 
東日本高速道路㈱  

関東支社千葉管理事務所 

京成バス㈱ 千葉県旅館ホテル生活衛生同業組合 東日本電信電話㈱ 千葉事業部 

㈱京葉銀行 千葉県レクリエーション都市開発㈱ 東日本旅客鉄道㈱ 千葉支社 

（公財）航空科学博物館 (一社)千葉県レンタカー協会 平山建設㈱ 

国際空港上屋㈱ ㈱千葉興業銀行 福井電機㈱ 

小湊鉄道㈱ ㈱千葉交タクシー 船橋交通㈱ 

㈱坂戸工作所 千葉交通㈱ ㈱ベイエフエム 

参光タクシー㈱ 千葉構内タクシー㈱ 県立房総のむら 

㈱JTB コーポレートセールス (公財)ちば国際コンベンションビューロー 北総鉄道㈱ 

ジェットスター・ジャパン㈱ 千葉商工会議所 ㈱幕張メッセ 

芝山鉄道㈱ 千葉中央バス㈱ ㈱マザー牧場 

春秋航空日本㈱ 千葉テレビ放送㈱ 松崎交通㈱ 

全国農業協同組合連合会 千葉県本部 千葉トヨペット㈱ 三田下総交通㈱ 

全日本空輸㈱ 成田空港支店 ㈱千葉日報社 三井不動産㈱ 

㈱相互 塚本總業㈱ 
三菱地所・サイモン㈱  

酒々井プレミアム・アウトレット 

ダイユウホーム㈱ ㈱ティエフケー ユアサ・フナショク㈱ 

千葉インバウンド促進協議会 東京ガス㈱ 佐倉支社 米屋㈱ 
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〈県・市町村会員〉４７団体 

千葉県 茂原市 勝浦市 四街道市 南房総市 酒々井町 芝山町 長柄町 

千葉市 成田市 市原市 袖ケ浦市 匝瑳市 栄町 横芝光町 長南町 

銚子市 佐倉市 我孫子市 八街市 香取市 神崎町 一宮町 大多喜町 

館山市 東金市 鴨川市 印西市 山武市 多古町 睦沢町 御宿町 

木更津市 旭市 鎌ケ谷市 白井市 いすみ市 東庄町 長生村 鋸南町 

松戸市 柏市 君津市 富里市 大網白里市 九十九里町 白子町  

平成３０年３月３１日現在 

[協力団体]２団体 

（一社）日本旅行業協会 関東支部千葉県地区委員会 

成田国際空港航空会社運営協議会 
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８ 「成田空港を活用した経済活性化戦略」（提言）要旨 

（１）提言の背景 

従来、成田空港は「日本の表玄関」・「首都圏のゲートウェイ」として、人・物・財は、主に    

都心へと流れていたと言える。しかしながら、３０万回化により生じた「航空・空港の新たな  

可能性」と、空港への鉄道・バスアクセスの向上や圏央道等の道路網の進展による「成田空港へ

の広域アクセス整備の進捗」により、これからは、「成田空港を中心とした広域的な人・物・財の

流れの創出」という新たな可能性が生まれてくる。この新たな可能性を活かすために、時機を  

失することなく、成田空港の高まるポテンシャルを千葉県経済の活性化につなげる取組が求めら

れている。 

グレード・アップ「ナリタ」活用戦略会議では、こうした視点に立ち、経済界や交通事業者、

産業振興関連団体、行政といった幅広い分野の方々を委員として設置され、議論を重ねてきたが、

ここにその成果を「成田空港を活用した経済活性化のための４つの戦略」として提言を行う。 

 

（２）提言の内容 ～「成田空港を活用した経済活性化のための４つの戦略」について 

戦略１「３０万回化で拡大する人・物・財の流れを活かす」 

① ビジネス・観光の目的地（展示会・会議の開催地や観光地など）としてふさわしい地域の  

魅力づくりに取り組む 

● 地域・都市の魅力をアップし、ＭＩＣＥ誘致を推進する 

  [国際会議観光都市の特性を活かしたＭＩＣＥ誘致・国際会議開催補助金の活用等] 

● 国際空港である成田空港を活かしたインバウンド観光の推進・受け入れ体制の整備を行う  

[観光事業者・交通事業者・行政による共同プロモーション、訪日外国人が県内で滞在し消費

する仕組みの構築、海外での認知度向上による千葉県への誘客] 

● 教育旅行先としての魅力をアップし、国内外からの教育旅行誘致を図る 

[教育旅行の受け入れ体制の整備、空港を活用した教育旅行の促進等]  

● 新たな集客施設の設置可能性について検討する 

[ＩＲの導入可能性の検討] 

 

② 成田空港という優位性を活かした産業振興に取り組む 

● 空港周辺への関連産業集積を進める 

[立地企業補助金の活用、工業団地整備による企業誘致の受け皿づくり]  

● 県内企業が行う空港を活用したビジネスを支援する 

[県内企業と航空会社との意見交換会等のビジネス支援策の検討・実施] 

● 民間からの提案による総合特区制度の活用方策の検討など、ビジネス環境整備を進める 

[規制緩和や総合特区制度の活用等によるビジネス環境整備策の検討] 

 

③ ＬＣＣ・国内線を積極的に活用する仕組みを作る 

● 新たな動きであるＬＣＣについて活用方策の検討を行う 

[ＬＣＣの利用動向の調査等によるＬＣＣを活用した経済活性化方策の検討] 
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● 新たな顧客であるＬＣＣ・国内線旅客を県内観光地へ誘導する 

[旅客が県内で滞在し消費する仕組みの検討、レンタカー・タクシーの活用など県内観光地

へのアクセスの充実方策の検討、国内就航地における千葉県のＰＲ] 

● ＬＣＣ・国内線の利用促進を図る（国内線の維持・強化） 

[国内線就航先との連携強化、ＬＣＣ・国内線を利用しやすいアシストの検討、就航歓迎  

行事などＰＲによる国内線需要の創出] 

 

戦略２「県内外と成田のスムーズな人・物の流れを強化する」 

① 成田空港利用者の利便性・快適性を向上させる 

● 空港利用者の利便性向上を目指す 

  [ＬＣＣ・国内線利用者向けの地上アクセスの充実による利便性向上] 

● 空港利用者の快適性の向上を目指す 

  [検問について警備の質を確保した上での入場者の快適性向上、ＣＩＱの改善要請] 

② 空港から県内外への交通アクセスをさらに充実させる 

● 空港アクセスについて時間の短縮・定時性の確保を目指すとともに、高規格幹線道路など

について、災害時のリダンダンシーの観点からもネットワークの充実を図る  

 [鉄道の都心アクセス時間の短縮にむけた短絡線の検討要請、圏央道、外環道、北千葉道路 

などの道路網の整備促進、アクアラインの恒久的料金引き下げの要請] 

 

戦略３「成田空港をはじめとした千葉県のさまざまな「宝」を積極的に発信する」 

① 千葉の魅力を国内外に広く発信する 

● 「千葉ブランド」を確立し、千葉の魅力をマーケット毎に対象者に応じた手法で発信する 

  [地域と一体となった魅力の発掘、関係機関が連携しての戦略的なＰＲ、「千葉の魅力」の

海外への情報発信、留学生の活用等による外国人向けのきめ細かいＰＲ] 

② 成田空港のアクセス向上・機能充実をきちんと知ってもらう 

● 成田空港の国内線の充実やアクセス向上の認知度を上げる 

  [成田空港のアクセス向上のＰＲによる「成田空港は遠い」とのイメージの払拭、国内線の 

充実・利便性向上をＰＲ、「県民にとって使いやすい成田空港」の周知] 

 

戦略４「成田空港の活用に向けて総合的に取り組む」 

●（仮称）成田空港活用協議会の設立を目指す 

  [戦略１～３の実現に向けて総合的に取り組むために、県内から幅広い参加を得て、  

（仮称）成田空港活用協議会の設立を目指す。] 
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９ 協議会の事業フレーム 

 協議会では、県経済活性化にプラスとなる民間事業者等のアイディアを取り入れ、新たな事業の

フレームを構築することによって、今までにない、ユニークで効果的な事業を立案し、戦略的に 

実施していく。そのため、会員からの空港を活用してビジネスを拡大するアイディアや、成田空港

に必要な組織を事業案としてまとめ、会員が協議会に提案・事業化する仕組みを作り出す。 
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１０ 事業の６本柱 

 「成田空港活用協議会」で取り組む事業として、以下の６事業を設定。 

 

 

 

○ 国内線就航先での“ちば”ＰＲ事業

○ 新しい旅行商品の開発・情報発信

○ マーケットリサーチ

○ 海外での“ちば”ＰＲ事業

○ 新しい旅行商品の開発・情報発信

○ 外国人客の受入体制の整備支援

○ 県内企業向けイベント・セミナーの開催

○ 企業誘致・物流等に関する戦略等

○ 各機関の産業振興策の共有・ＰＲ

○ 空港内イベントの活用

○ 成田空港自体を楽しむ事業

○ 教育関連事業との連携

○ 利用促進キャンペーン

○ 成田空港アクセスＰＲ

○ マーケットリサーチ

○ 成田空港の利便性に関する要望・啓発

○ ２次交通の充実に関する検討・施策実施

○ マーケットリサーチ

グレ ード ・ ア ッ プ 「 ナリ タ 」 活用戦略会議・ 提言 事業の６ 本柱

≪活用協議会の目標≫　 成田空港を 活用し て千葉県経済を 活性化する

②
成田空港のアクセス向上・
機能充実をきちんと知ってもらう

②
空港から県内外への
交通アクセスをさらに充実

戦略３
成田空港をはじめとした千葉県のさまざ
まな宝を積極的に発信する

① 千葉の魅力を国内外に広く発信する

戦略２
県内外と成田のスムーズな人・物の流れ
を強化する

①

事業⑤
　OUR AIRPORTの利用促進

事業⑥
　成田空港の利便性向上

【 ＋α】 民間提案
６ 本柱を も と に事業展開

戦略１
３０万回化で拡大する人・物・財の流れ
を活かす

事業①
　国内線利用者の県内観光の推進

①
ビジネス・観光の目的地として
ふさわしい地域の魅力づくり

成田空港利用者の利便性・快適性
を向上

事業②
　インバウンド県内観光の推進

②
成田空港という優位性を活かした
産業振興

③
ＬＣＣ・国内線を積極的に活用
する仕組みづくり

事業③
　成田空港発の県内企業ビジネスの創出

事業④
　ナリタファンの拡大
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１１ 活動年表 

平成２５年度 

[千葉県・成田空港を取り巻く環境の変化・できごと] 

・「グレード・アップ『ナリタ』活用戦略会議」にて成田空港を活用した経済活性化戦略を提言

（H24/9/5） 

・オープンスカイ（航空会社が空港側と協議して路線や便数を自由に決定）が適用（H25/3/31） 

・圏央道「東金ＪＣＴ～木更津東ＩＣ間」が開通（H25/4/27） 

・成田空港開港３５周年（H25/5/20） 

・2020 年東京オリンピック・パラリンピックの開催が決定（H25/9/8） 

・千葉県総合計画「新 輝け！ちば元気プラン」の策定（H25/10/23） 

 

年月日 展開 

平成 25 年 5 月 28 日 （仮称）成田空港活用協議会設立発起人会を開催 

7 月 31 日 成田空港活用協議会設立総会を開催 

7 月 31 日 平成２５年度第１回幹事会を開催 

9 月 2 日 平成２５年度第２回幹事会を開催 

9 月 9 日 成田空港活用協議会運営説明会・交流会を開催 

9 月 10 日,11 日 「千葉と愛媛の観光・物産展示会」でＰＲ活動を実施 

9 月 27 日 平成２５年度第３回幹事会を開催 

10 月 「成田空港国内線の利用状況と国内線を利用する来県者動向に係る調査」を 

実施 

10 月 18 日 県企業誘致セミナーとの連携事業を実施 

10 月 25 日,26 日 国内線就航先（札幌）プロモーション（北海道経済・観光団体等との意見交換

会、札幌でのＰＲイベント）を実施 

11 月 18 日 平成２５年度第４回幹事会を開催 

11 月 22 日 首都圏中央連絡自動車道の建設促進に関する要望活動を実施 

12 月 18 日 部会スタッフ会議を開催 

平成 26 年 1 月 22 日 平成２５年度第５回幹事会を開催 

1 月 22 日 幹事団体実務担当者会議を開催 

2 月 3 日 平成２５年度「第１回県内経済活性化ビジネスセミナー」を開催 

（国内線利用動向、圏央道） 

2 月 10 日 平成２５年度「第２回県内経済活性化ビジネスセミナー」を開催 

（ＭＩＣＥ） 

2 月 17 日～19 日 レンタカーを活用した香港プロモーション事業を実施 

2 月 22 日～3月 22 日 ますます便利になる成田空港に行ってみようスタンプラリーキャンペーンを 

実施 

3 月 6 日～7 日 国内線就航先（札幌）プロモーション第２弾（札幌旅行業者の招聘）を実施 

3 月 26 日 平成２５年度第６回幹事会を開催 

3 月 29 日 「Chiba Sweets Collection in Narita Airport」を実施 
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平成２６年度 

[千葉県・成田空港を取り巻く環境の変化・できごと] 

・圏央道「茨城県稲敷ＩＣ～千葉県神崎ＩＣ間」が開通（H26/4/12） 

・成田市に空の駅さくら館がオープン（H27/3/26） 

・空港処理能力が２７万回から３０万回へ拡大（H27/3/27） 

・入場ゲートのノンストップ化を実施（H27/3/30） 

 

年月日 展開 

平成 26 年 5 月 13 日 平成２６年度第１回幹事会を開催 

5 月 26 日 平成２６年度総会を開催 

5 月 26 日 平成２６年度第２回幹事会を開催 

6 月 16 日 平成２６年度実務担当者向け事業説明会を実施 

6 月 19 日 せとうち旬彩館（愛媛・香川県の都内アンテナショップ）での成田空港

アクセスＰＲを実施 

7 月 31 日 佐賀新聞、中国新聞、四国新聞へ広告を掲載 

8 月 1 日～2日 国内線就航先（佐賀）プロモーションを実施 

8 月 3 日 自動化ゲート出張登録及び千葉県民向け成田空港利用促進キャンペーン

第１弾を実施 

8 月 4 日 国内線就航先の都内アンテナショップでの成田空港ＰＲを拡大（大分・広島） 

8 月 8 日 平成２６年度第３回幹事会を開催 

10 月 3 日 平成２６年度第４回幹事会を開催 

10 月 11 日,12 日 首都圏及び北関東向けの成田空港利用促進キャンペーン（国際フェステ

ィバル世界市出展）の実施 

10 月 14 日 平成２６年度「第１回県内経済活性化ビジネスセミナー」を開催 

（ショッピングツーリズム） 

10 月 26 日～30 日 台北にて海外プロモーションを実施 

10 月～11 月 大学祭パンフレットへの利用促進広告ジャックを実施 

（千葉大学, 筑波大学, 首都大学東京, 埼玉大学） 

11 月～平成 27 年 3 月 ＷＥＢ媒体“ウレぴあ総研”で成田発の旅行記事を配信 

11 月 1 日～12 月 31 日 会員向け旅行商品を造成 

11 月 7 日 北海道新聞タブロイド版に広告を掲載 

11 月 7 日～9 日 国内線就航先（札幌）プロモーションを実施 

11 月 14 日 学生連携事業「第１回成田空港をともに考える体験型フィールドワーク」

を開催 

11 月 17 日 平成２６年度第５回幹事会を開催 

11 月 20 日 首都圏中央自動車道及び北千葉道路の整備推進に関する要望活動を実施 

11 月 26 日,27 日 「JAPAN HALAL EXPO 2014」を後援 

11 月 27 日～29 日 レンタカーを活用した香港プロモーション事業を実施 

11 月 30 日 自動化ゲート出張登録及び千葉県民向け成田空港利用促進キャンペーン

第２弾を実施 
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年月日 展開 

12 月 13 日 学生連携事業「第２回成田空港をともに考える体験型フィールドワーク」

を開催 

12 月 18 日 平成２６年度第６回幹事会を開催 

平成 27 年 

1 月 10 日～12 日 千葉県民向け成田空港利用促進キャンペーン第３弾（成人式）を実施 

2 月 20 日 日刊工業新聞に広告を掲載 

3 月 千葉県における外国人旅行者の嗜好及び県内周遊動向等に関する調査を実施 

3 月 16 日 「学生アイデアコンテスト～NRT Challenge 2015～」を開催 

3 月 20 日 ハイウェイウォーカーに広告を掲載 

3 月 25 日 平成２７年度第７回幹事会を開催 

平成２７年度 

[千葉県・成田空港を取り巻く環境の変化・できごと] 

・第３旅客ターミナルの供用を開始（H27/4/8） 

・幕張メッセが 2020 年東京オリンピック３競技、パラリンピック４競技の会場に決定（H27/4/14） 

・圏央道「神崎ＩＣ～大栄ＪＣＴ間」が開通（H27/6/7） 

・「成田空港に関する四者協議会」で機能強化に向けた協議がスタート（H27/9/17） 

・「成田国際空港の更なる機能強化推進本部」を設置（H27/9/30） 

・芝山町に「ひこうきの丘」がオープン（H28/3/18） 

 

年月日 展開 

平成 27 年 4 月 24 日 平成２７年度第１回幹事会を開催 

4 月 27 日 日刊工業新聞に広告を掲載 

5 月 12 日 平成２７年度総会を開催 

5 月 12 日 平成２７年度「第１回県内経済活性化ビジネスセミナー」を開催 

（インバウンド動向） 

6 月 1 日 平成２７年度第２回幹事会を開催 

6 月 7 日 千葉日報に広告を掲載 

6 月 23 日 平成２７年度第３回幹事会を開催 

6 月 30 日 平成２７年度「第２回県内経済活性化ビジネスセミナー」を開催 

（圏央道） 

7 月 14 日 平成２７年度第４回幹事会を開催 

8 月 17 日～9 月 30 日 期間限定高速バス「チバストーリー」にあわせた成田空港利用促進キャ

ンペーンを実施 

9 月 3 日 学生連携事業「女子旅で！成田ブームを巻き起こせ！！」 

『全体ミーティング及びＬＣＣ意見交換会』を開催 

9 月 4 日 北海道側からの教育旅行にかかるプレゼンテーションを実施 

9 月 5 日 

～平成 28 年 3 月 4 日 茨城県、群馬県のイオンシネマで成田空港のＣＭ放映を実施 

9 月 7 日 平成２７年度第５回幹事会を開催 
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年月日 展開 

9 月 11 日 学生連携事業【女子旅×成田 LCC】 

「成田ＬＣＣで女子旅」Facebook ページを開設 

9 月 14 日～30 日 千葉県庁においてパネル展示を実施 

9 月 21 日 宇都宮におけるＰＲイベントへ参加 

9 月 30 日 平成２７年度第６回幹事会を開催 

10 月 2 日,3 日 北海道においてゴルフ・パークゴルフを通じた交流促進ＰＲを実施 

10 月 12 日 成田空港においてパネル展示を実施 

10 月 25 日 パークゴルフ新聞に広告を掲載 

11 月 1 日 

～平成 28 年 3 月 31 日 会員向け利用促進キャンペーンを実施 

11 月 5 日 県民だよりへ広告を掲載 

11 月 6 日～8 日 筑波大学の大学祭パンフレットに広告を掲載 

11 月 7 日,8 日 北関東における成田空港利用促進プロモーション（つくば市）を実施 

11 月 16 日 平成２７年度第７回幹事会を開催 

11 月 20 日 首都圏中央連絡自動車及び北千葉道路の整備推進に関する要望を実施 

11 月 25 日,26 日 「JAPAN HALAL EXPO 2015」を後援 

11 月 28 日 北関東における成田空港利用促進プロモーションと連動して成田空港親

子見学バスツアーを実施 

11 月 29 日 旅券事務所での自動化ゲート出張登録・成田空港利用促進ＰＲを実施 

11 月 30 日 千葉県アンテナショップ「ちばＩ・ＣＨＩ・ＢＡ」（ＪＰタワー「ＫＩ

ＴＴＥ」）でのプロモーション活動を実施 

12 月 4 日～10 日 東京スカイツリーでのプロモーション活動を実施 

12 月 6 日 旅券事務所での自動化ゲート出張登録・成田空港利用促進ＰＲ（第２弾）

を実施 

12 月 7 日 海外向け誘客促進事業「ランドオペレーターとの商談会」を実施 

12 月 11 日 学生連携事業【女子旅×成田 LCC】『千葉で女子旅×成田ＬＣＣ』冊子が完成  

12 月 18 日 平成２７年度第８回幹事会を開催 

12 月 25 日 パークゴルフ新聞に広告を掲載 

平成 28 年 

1 月 9 日～11 日 千葉県内成人式連動キャンペーンを実施 

1 月 13 日 学生連携事業【女子旅×成田 LCC】森田千葉県知事を表敬訪問 

1 月 22 日～24 日 学生連携事業【女子旅×成田 LCC】広島でのプロモーションを実施 

2 月 20 日～21 日 学生連携事業【女子旅×成田 LCC】札幌でのプロモーションを実施 

2 月 25 日 平成２７年度第９回幹事会を開催 

2 月 29 日 日刊工業新聞に広告を掲載 

3 月 成田空港圏における物流動向調査を実施 

3 月 11 日 北海道・千葉交流 パークゴルフ大会ＩＮ千葉２０１６を開催 

3 月 21 日～22 日 学生連携事業【女子旅×成田 LCC】広島県の学生を招待して女子旅ツアー

を実施 
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年月日 展開 

3 月 25 日 平成２７年度第１０回幹事会を開催 

3 月 27 日～29 日 学生連携事業【女子旅×成田 LCC】福岡、松山、広島からＳＮＳにおいて 

情報発信力のある方を招待し、モニターツアーを実施 

平成２８年度 

[千葉県・成田空港を取り巻く環境の変化・できごと] 

・「北総四都市江戸紀行」が日本遺産に認定（H28/4/25） 

・成田空港の機能強化案を「成田空港に関する四者協議会」に提示（H28/9/27） 

・香取市「佐原の山車行事」を含む「山・鉾・屋台行事」がユネスコ無形文化遺産に登録（H28/12/1） 

・2020 年東京オリンピック「サーフィン」競技が一宮町で開催決定（H28/12/8） 

・圏央道「境古河ＩＣ～つくば中央ＩＣ間」が開通（H29/2/26） 

 

年月日 展開 

平成 28 年 4 月 1 日 千葉都市モノレール車両へのラッピング広告を実施（通年） 

4 月 27 日 平成２８年度第１回幹事会を開催 

5 月 16 日 平成２８年度総会を開催 

5 月 16 日 平成２８年度「第１回県内経済活性化ビジネスセミナー」を開催 

（物流動向） 

5 月 26 日 「第１回 成田空港からの二次交通等に関する研究会」を実施 

5 月 31 日 平成２８年度第２回幹事会を開催 

6 月 14 日～17 日 タイ王国のメディア関係者を招請し、モニターツアーを実施 

7 月 千葉ロッテオフィシャルファンツアーに成田ＬＣＣを利用したツアーを追加 

8 月 2 日,14 日,30 日 マリンスタジアムで『成田ＬＣＣを使って応援に行こう！キャンペーン』を実施 

8 月 3 日,5 日 成田空港等への社会科見学の実施に向けた『教職員モニターツアー』を実施 

8 月 7 日 フクダ電子アリーナで『成田ＬＣＣを使って応援に行こう！キャンペー

ン』を実施 

8 月 14 日 うまかな・よかなスタジアム（熊本）で『成田ＬＣＣを使って応援に 

行こう！キャンペーン』を実施 

8 月 25 日 平成２８年度第３回幹事会を開催 

9 月 7 日 札幌ドームにおけるＰＲを実施 

9 月 7 日～9日 北海道・千葉交流パークゴルフ大会ＩＮ北海道及び千葉からのモニター

ツアーを実施 

9 月 17 日～10 月 31 日 期間限定高速バス「チバストーリー」にあわせた成田空港利用促進キャ

ンペーンを実施 

10 月 5 日 平成２８年度第４回幹事会を開催 

10 月 8 日,9 日 『国際フェスティバル世界市』への協賛＆ＰＲを実施 

10 月 18 日 学生連携事業【女子旅×成田 LCC】 

「女子旅」テーマの Instagram アカウントを開設 

10 月 22 日,30 日, 

11 月 12 日,26 日 成田空港親子見学バスツアーを実施 
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年月日 展開 

11 月 9 日 平成２８年度「第２回県内経済活性化ビジネスセミナー」を開催 

(インバウンド) 

11 月 15 日 平成２８年度第５回幹事会を開催 

11 月 22 日 首都圏中央自動車道及び北千葉道路の整備推進に関する要望活動を実施 

11 月 24 日 「第２回 成田空港からの二次交通等に関する研究会」を実施 

12 月 1 日 海外向け誘客促進事業「ランドオペレーターとの商談会」を実施 

12 月 8 日 千葉県アンテナショップ「ちばＩ・ＣＨＩ・ＢＡ」（ＪＰタワー「ＫＩ

ＴＴＥ」）でのプロモーション活動を実施 

平成 29 年 1 月 7 日～

10 日 千葉県内成人式連動キャンペーンを実施 

1 月 25 日 「第１回 成田空港と圏央道を活用した地域開発プロジェクト研究会」を開催  

2 月 2 日 平成２８年度第６回幹事会を開催 

2 月 8 日 「第２回 成田空港と圏央道を活用した地域開発プロジェクト研究会」を開催 

2 月 19 日,20 日 バニラエア函館‐成田線就航式典でのＰＲ及び函館空港、パークゴルフ

関係者との意見交換を実施 

2 月 24 日,25 日 ランドオペレーターによる鴨川市・勝浦市視察及び意見交換会を実施 

2 月 26 日～28 日 学生連携事業【女子旅×成田 LCC】就航先女子学生を「＃ＬＣＣ女子旅 

千葉」ツアーへ招待 

3 月 11 日,12 日 栃木県佐野サービスエリアでプロモーションを実施 

3 月 13 日～16 日 北海道・千葉交流パークゴルフ大会ＩＮ千葉及び北海道からのモニター

ツアーを実施 

3 月 17 日 「第３回 成田空港からの二次交通等に関する研究会」を実施 

3 月 21 日 「第３回 成田空港と圏央道を活用した地域開発プロジェクト研究会」を

開催 

3 月 28 日 平成２８年度第７回幹事会を開催 

3 月 30 日 海外向けＷＥＢによる情報発信を実施 

平成２９年度 

[千葉県・成田空港を取り巻く環境の変化・できごと] 

・「成田空港に関する四者協議会」で地域から提出されている更なる機能強化に関する要望への対応案を

提示（H29/6/12） 

・「成田空港に関する四者協議会」で滑走路の増設などを含めた成田空港の更なる機能強化について、実

施することを四者で合意し、確認書を締結（H30/3/13） 

年月日 展開 

平成 29 年 4 月 18 日 平成２９年度「第１回県内経済活性化ビジネスセミナー」を開催 

(圏央道) 

5 月 12 日 平成２９年度第１回幹事会を開催 

5 月 26 日 平成２９年度総会を開催 

5 月 26 日 平成２９年度「第２回県内経済活性化ビジネスセミナー」を開催 

（県内インバウンド対応力向上） 
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年月日 展開 

5 月 30 日 平成２９年度第２回幹事会を開催 

6 月 21 日 平成２９年度第３回幹事会を開催 

7 月 1 日 北関東（群馬）における成田空港利用促進プロモーションを実施 

8 月 8 日 平成２９年度第４回幹事会を開催 

8 月 8 日 県内金融機関や駅等に成田空港利用促進ＰＲポスターを掲出 

8 月 9 日 柏駅で千葉県民向け成田空港利用促進キャンペーンを実施 

9 月 3 日 旅祭 2017 に出展 

9 月 4 日 平成２９年度第５回幹事会を開催 

9 月 22 日 平成２９年度第６回幹事会を開催 

9 月 22 日 ＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベルとの意見交換会を実施 

10 月 4 日～6 日 北海道・千葉交流パークゴルフ大会ＩＮ北海道、千葉からのモニターツ

アー及びパークゴルフを通じた北海道と千葉県の交流協定調印式を実施 

10 月 22 日,29 日 成田空港親子見学バスツアーを実施 

10 月 25 日,11 月 8 日 会員向け成田空港見学バスツアーを実施 

10 月 26 日 学生連携事業【女子旅×成田 LCC】 

沖縄県の学生とテレビ電話で意見交換会を実施 

10 月 28 日 成田空港で行われた千葉県主催のオリンピック・パラリンピック１００

０日前イベントへの協力 

11 月 16 日 平成２９年度第７回幹事会を開催 

11 月 27 日 首都圏中央自動車道及び北千葉道路の整備推進に関する要望活動を実施 

11 月 27 日 平成２９年度臨時総会を開催 

11 月 27 日 平成２９年度「第３回県内経済活性化ビジネスセミナー」を開催 

（デービッド・アトキンソン氏特別講演） 

12 月 11 日 千葉県アンテナショップ「ちばＩ・ＣＨＩ・ＢＡ」（ＪＰタワー「ＫＩ

ＴＴＥ」）でのプロモーション活動を実施 

12 月 11 日,12 日 ランドオペレーターによる鴨川市・勝浦市視察及び意見交換会を実施 

12 月 12 日 平成２９年度第８回幹事会を開催 

平成 30 年 2 月 2 日 平成２９年度第９回幹事会を開催 

2 月 22 日 海外向け誘客促進事業「ランドオペレーターとの商談会」を実施 

3 月 7 日 平成２９年度第１０回幹事会を開催 

3 月 14 日 成田空港からの二次交通に関する研究会を実施 

3 月 17 日 千葉ロッテマリーンズと連携したオープン戦での成田空港利用促進ＰＲ

を実施 

3 月 27 日 学生連携事業【女子旅×成田 LCC】成田ＬＣＣ就航先パンフレットの制作

及び空港内でのプロモーションを実施 

3 月 28 日 平成２９年度第１１回幹事会を開催 

3 月 28 日 海外向けＷＥＢによる情報発信を実施 
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１２ メディア露出 

No テーマ 掲載日 媒体名 

1 協議会設立 平成 25 年 5 月 22 日 千葉日報 

2 協議会設立 平成 25 年 5 月 28 日 日刊航空 

3 協議会設立 平成 25 年 5 月 29 日 日刊航空 

4 協議会設立 平成 25 年 5 月 29 日 読売新聞 

5 協議会設立 平成 25 年 5 月 29 日 朝日新聞 

6 協議会設立 平成 25 年 6 月 20 日 産経新聞 

7 設立総会 平成 25 年 7 月 29 日 日刊航空 

8 設立総会 平成 25 年 8 月 1 日 産経新聞 

9 設立総会 平成 25 年 8 月 1 日 東京新聞 

10 設立総会 平成 25 年 8 月 1 日 日刊航空 

11 設立総会 平成 25 年 8 月 1 日 千葉日報 

12 設立総会 平成 25 年 8 月 1 日 朝日新聞 

13 設立総会 平成 25 年 8 月 1 日 読売新聞 

14 協議会設立 平成 25 年 8 月 5 日 千葉日報 

15 協議会設立 平成 25 年 8 月 8 日 毎日新聞 

16 札幌におけるＰＲ 平成 25 年 10 月 25 日 時事通信 

17 札幌におけるＰＲ 平成 25 年 10 月 25 日 共同通信 

18 札幌におけるＰＲ 平成 25 年 10 月 26 日 千葉日報 

19 札幌におけるＰＲ 平成 25 年 10 月 26 日 北海道新聞 

20 札幌におけるＰＲ 平成 25 年 10 月 26 日 日本経済新聞 

21 札幌におけるＰＲ 平成 25 年 10 月 26 日 北海道テレビ 

22 札幌におけるＰＲ 平成 25 年 10 月 28 日 千葉テレビ 

23 札幌におけるＰＲ 平成 25 年 11 月 18 日 千葉日報 

24 圏央道要望 平成 25 年 11 月 23 日 千葉日報 

25 経済セミナー 平成 26 年 1 月 29 日 日刊航空 

26 国内線利用動向調査 平成 26 年 2 月 3 日 時事通信 

27 経済セミナー 平成 26 年 2 月 4 日 産経新聞 
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No テーマ 掲載日 媒体名 

28 国内線利用動向調査 平成 26 年 2 月 4 日 産経新聞 

29 国内線利用動向調査 平成 26 年 2 月 4 日 日本経済新聞 

30 国内線利用動向調査 平成 26 年 2 月 6 日 千葉日報 

31 国内線利用動向調査 平成 26 年 2 月 8 日 読売新聞 

32 経済セミナー 平成 26 年 2 月 10 日 産経新聞 

33 経済セミナー 平成 26 年 2 月 10 日 千葉日報 

34 国内線利用動向調査 平成 26 年 2 月 10 日 千葉日報 

35 経済セミナー 平成 26 年 2 月 12 日 産経新聞 

36 海外向け 平成 26 年 2 月 17 日 千葉日報 

37 県民向け 平成 26 年 2 月 18 日 読売新聞（首都圏版） 

38 県民向け 平成 26 年 2 月 27 日 千葉テレビ 

39 県民向け 平成 26 年 3 月 4 日 千葉日報 

40 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 3 月 7 日 読売新聞 

41 県民向け 平成 26 年 3 月 8 日 千葉日報 

42 国内線利用動向 平成 26 年 3 月 25 日 東京新聞 

43 ナリタファン 平成 26 年 3 月 30 日 読売新聞 

44 ナリタファン 平成 26 年 3 月 31 日 千葉日報 

45 県民向け 平成 26 年 7 月 29 日 読売新聞 

46 佐川・広島・香川におけるＰＲ 平成 26 年 8 月 2 日 佐賀新聞社 

47 佐川・広島・香川におけるＰＲ 平成 26 年 8 月 2 日 えびすＦＭ 

48 県民向け 平成 26 年 8 月 3 日 産経新聞 

49 県民向け 平成 26 年 8 月 3 日 チバテレビ 

50 佐川・広島・香川におけるＰＲ 平成 26 年 8 月 4 日 ぶんぶんテレビ 

51 ナリタファン 平成 26 年 10 月 6 日 日刊航空 

52 経済セミナー 平成 26 年 10 月 8 日 日本経済新聞 

53 経済セミナー 平成 26 年 10 月 14 日 日経産業新聞 

54 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 10 月 15 日 日刊 CARGO 

55 ナリタファン 平成 26 年 10 月 15 日 日本経済新聞 

56 ナリタファン 平成 26 年 10 月 15 日 朝日新聞 
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No テーマ 掲載日 媒体名 

57 ナリタファン 平成 26 年 10 月 20 日 日刊航空 

58 ナリタファン 平成 26 年 10 月 21 日 千葉日報 

59 海外向け 平成 26 年 10 月 26 日 千葉日報 

60 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 10 月 29 日 
ONTONA（北海道新聞折込 

生活情報誌） 

61 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 6 日 日本経済新聞 

62 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 6 日 北海道テレビ 

63 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 6 日 ＦＭ北海道 

64 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 7 日 北海道テレビ 

65 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 7 日 ＦＭ北海道 

66 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 8 日 千葉日報 

67 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 8 日 北海道新聞 

68 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 8 日 読売新聞 

69 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 8 日 道新スポーツ 

70 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 8 日 日刊スポーツ 

71 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 8 日 スポーツニッポン 

72 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 9 日 千葉日報 

73 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 9 日 北海道新聞 

74 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 10 日 チバテレビ 

75 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 12 日 道新 WEB 

76 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 15 日 フジサンケイビジネスアイ 

77 ナリタファン 平成 26 年 11 月 15 日 ＮＨＫ 

78 札幌におけるＰＲ 平成 26 年 11 月 16 日 千葉日報 

79 ナリタファン 平成 26 年 11 月 17 日 読売新聞 

80 圏央道要望 平成 26 年 11 月 21 日 千葉日報 

81 圏央道要望 平成 26 年 11 月 21 日 読売新聞 

82 海外向け 平成 26 年 12 月 14 日 東方日報 

83 ナリタファン 平成 26 年 12 月 15 日 千葉日報 

84 海外向け 平成 27 年 1 月 8 日 Next Magazine 
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No テーマ 掲載日 媒体名 

85 県民向け 平成 27 年 1 月 8 日 日刊航空 

86 県民向け 平成 27 年 1 月 9 日 読売新聞 

87 県民向け 平成 27 年 1 月 9 日 毎日新聞 

88 海外向け 平成 27 年 1 月 10 日 The Sun 

89 海外向け 平成 27 年 1 月 30 日 The Sun 

90 経済セミナー 平成 27 年 2 月 1 日 
マネジメントスクエア（ちばぎん

総合研究所） 

91 ナリタファン 平成 27 年 3 月 16 日 ＮＨＫ 

92 ナリタファン 平成 27 年 3 月 16 日 千葉テレビ 

93 ナリタファン 平成 27 年 3 月 16 日 産経新聞 

94 ナリタファン 平成 27 年 3 月 16 日 時事通信 

95 ナリタファン 平成 27 年 3 月 16 日 共同通信 

96 ナリタファン 平成 27 年 3 月 17 日 朝日新聞 

97 ナリタファン 平成 27 年 3 月 17 日 読売新聞 

98 ナリタファン 平成 27 年 3 月 17 日 日刊工業新聞 

99 ナリタファン 平成 27 年 3 月 17 日 日刊航空 

100 ナリタファン 平成 27 年 3 月 18 日 千葉日報 

101 ナリタファン 平成 27 年 3 月 23 日 トラベルジャーナル 

102 ナリタファン 平成 27 年 4 月 16 日 毎日新聞 

103 ナリタファン 平成 27 年 4 月 21 日 旬刊旅行新聞 

104 会長寄稿 平成 27 年 4 月 27 日 日刊工業新聞 

105 総会 平成 27 年 5 月 13 日 千葉日報 

106 総会 平成 27 年 5 月 13 日 読売新聞 

107 総会 平成 27 年 5 月 13 日 毎日新聞 

108 総会 平成 27 年 5 月 13 日 チバテレビ 

109 インバウンド調査 平成 27 年 5 月 16 日 読売新聞 

110 インバウンド調査 平成 27 年 5 月 22 日 千葉日報 

111 インバウンド調査 平成 27 年 5 月 25 日 千葉日報 

112 ナリタファン 平成 27 年 5 月 29 日 京成バスプレスリリース 
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No テーマ 掲載日 媒体名 

113 インバウンド調査 平成 27 年 5 月 29 日 日刊工業新聞 

114 その他 平成 27 年 6 月 6 日 朝日新聞デジタル 

115 圏央道開通広告 平成 27 年 6 月 7 日 千葉日報 

116 ナリタファン 平成 27 年 6 月 10 日 千葉日報 

117 経済セミナー 平成 27 年 6 月 16 日 日刊カーゴ 

118 経済セミナー 平成 27 年 6 月 18 日 日本経済新聞 

119 経済セミナー 平成 27 年 6 月 30 日 ＮＨＫニュース 

120 経済セミナー 平成 27 年 7 月 1 日 日刊工業新聞 

121 経済セミナー 平成 27 年 7 月 1 日 茨城新聞 

122 経済セミナー 平成 27 年 7 月 1 日 日刊常陽新聞 

123 経済セミナー 平成 27 年 7 月 2 日 千葉日報 

124 ナリタファン 平成 27 年 7 月 6 日 成田国際空港 

125 バス実証実験 平成 27 年 7 月 23 日 日本経済新聞 

126 バス実証実験 平成 27 年 7 月 23 日 travel vision 

127 バス実証実験 平成 27 年 7 月 27 日 flyteam 

128 バス実証実験 平成 27 年 7 月 28 日 読売新聞 

129 ナリタファン 平成 27 年 8 月 10 日 トラベルジャーナル 

130 ナリタファン 平成 27 年 9 月 3 日 チバテレビ 

131 ナリタファン 平成 27 年 9 月 3 日 チバテレビ 

132 シネアド 平成 27 年 9 月 5 日 日本経済新聞 

133 ナリタファン 平成 27 年 9 月 9 日 千葉日報 

134 ナリタファン 平成 27 年 9 月 21 日 産経新聞 

135 札幌ゴルフ・パークゴルフＰＲ 平成 27 年 10 月 2 日 どうしん web 

136 札幌ゴルフ・パークゴルフＰＲ 平成 27 年 10 月 3 日 スポニチ 

137 札幌ゴルフ・パークゴルフＰＲ 平成 27 年 10 月 17 日 日刊スポーツ 

138 札幌ゴルフ・パークゴルフＰＲ 平成 27 年 10 月 21 日 道新スポーツ 

139 会長寄稿 平成 27 年 11 月 1 日 月刊建設 11 月号 

140 北関東プロモ 平成 27 年 11 月 4 日 時事ドットコム 

141 北関東プロモ 平成 27 年 11 月 5 日 日刊航空 
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No テーマ 掲載日 媒体名 

142 その他 平成 27 年 11 月 5 日 県民だより 11 月号 

143 北関東プロモ 平成 27 年 11 月 6 日 日本経済新聞 

144 北関東プロモ 平成 27 年 11 月 12 日 常陽新聞 

145 圏央道要望 平成 27 年 11 月 21 日 日本経済新聞 

146 圏央道要望 平成 27 年 11 月 21 日 千葉日報 

147 北関東プロモ（バスツアー） 平成 27 年 11 月 26 日 日本経済新聞 

148 自動化ゲート 平成 27 年 11 月 26 日 日刊航空 

149 自動化ゲート 平成 27 年 11 月 29 日 チバテレビ 

150 自動化ゲート 平成 27 年 11 月 30 日 朝日新聞 

151 ランオペ商談会 平成 27 年 12 月 3 日 日本経済新聞 

152 ランオペ商談会 平成 27 年 12 月 4 日 チバテレビ 

153 ランオペ商談会 平成 27 年 12 月 4 日 ＮＨＫニュース 

154 スカイツリー 平成 27 年 12 月 6 日 沖縄タイムス 

155 スカイツリー 平成 27 年 12 月 6 日 琉球新報 

156 北関東プロモ（バスツアー） 平成 27 年 12 月 7 日 朝日新聞 

157 札幌ゴルフ・パークゴルフＰＲ 平成 28 年 1 月 10 日 北海道新聞 

158 ナリタファン 平成 28 年 1 月 13 日 チバテレビ 

159 ナリタファン 平成 28 年 1 月 14 日 日本経済新聞 

160 ナリタファン 平成 28 年 1 月 14 日 読売新聞 

161 ナリタファン 平成 28 年 1 月 14 日 産経新聞 

162 ナリタファン 平成 28 年 1 月 16 日 朝日新聞 

163 ナリタファン 平成 28 年 1 月 17 日 千葉日報 

164 ナリタファン 平成 28 年 1 月 17 日 産経新聞 

165 ナリタファン 平成 28 年 1 月 19 日 東京新聞 

166 ナリタファン 平成 28 年 2 月 1 日 旬刊旅行新聞 

167 北関東プロモ 平成 28 年 3 月 1 日 日刊工業新聞 

168 札幌ゴルフ・パークゴルフＰＲ 平成 28 年 3 月 13 日 朝日新聞 

169 経済セミナー 平成 28 年 5 月 29 日 千葉日報 

170 海外向け 平成 28 年 6 月 14 日 Travel vision 
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No テーマ 掲載日 媒体名 

171 海外向け 平成 28 年 6 月 16 日 朝日新聞 

172 スポーツツーリズム 平成 28 年 7 月 29 日 Fly team 

173 スポーツツーリズム 平成 28 年 8 月 3 日 Fly team 

174 ナリタファン 平成 28 年 8 月 3 日 日刊航空 

175 スポーツツーリズム 平成 28 年 8 月 3 日 日刊航空 

176 スポーツツーリズム 平成 28 年 8 月 4 日 Fly team 

177 ナリタファン 平成 28 年 8 月 13 日 朝日新聞 

178 スポーツツーリズム 平成 28 年 8 月 18 日 Fly team 

179 札幌パークゴルフ 平成 28 年 9 月 9 日 千葉日報 

180 首都圏 平成 28 年 10 月 6 日 日刊航空 

181 ナリタファン 平成 28 年 10 月 19 日 日本経済新聞 

182 女子旅×成田ＬＣＣ 平成 28 年 10 月 26 日 日本経済新聞 

183 女子旅×成田ＬＣＣ 平成 28 年 10 月 26 日 日本経済新聞（東京） 

184 圏央道要望 平成 28 年 11 月 23 日 千葉日報 

185 海外向け 平成 28 年 12 月 2 日 ＮＨＫ 

186 圏央道沿線開発 平成 29 年 1 月 25 日 日本経済新聞 

187 圏央道沿線開発 平成 29 年 1 月 26 日 千葉日報 

188 女子旅×成田ＬＣＣ 平成 29 年 2 月 23 日 日本経済新聞 

189 女子旅×成田ＬＣＣ 平成 29 年 3 月 3 日 朝日新聞 

190 圏央道沿線開発 平成 29 年 3 月 9 日 日本経済新聞 

191 女子旅×成田ＬＣＣ 平成 29 年 3 月 22 日 千葉日報 

192 経済セミナー 平成 29 年 4 月 18 日 時事通信社 iJUMP 

193 海外向け 平成 29 年 4 月 19 日 日刊工業新聞 

194 総会 平成 29 年 5 月 27 日 読売新聞 

195 総会 平成 29 年 5 月 27 日 日本経済新聞 

196 総会 平成 29 年 5 月 27 日 千葉日報 

197 総会 平成 29 年 6 月 5 日 千葉日報 

198 女子旅×成田ＬＣＣ 平成 29 年 6 月 23 日 千葉日報 

199 スポーツツーリズム 平成 29 年 8 月 10 日 千葉テレビ 



- 25 - 

No テーマ 掲載日 媒体名 

200 札幌パークゴルフ 平成 29 年 10 月 3 日 日本経済新聞 

201 札幌パークゴルフ 平成 29 年 10 月 6 日 千葉日報 

202 臨時総会 平成 29 年 11 月 27 日 時事通信社 iJUMP 

203 臨時総会 平成 29 年 11 月 28 日 千葉日報 

204 臨時総会 平成 29 年 11 月 28 日 日本経済新聞 

205 臨時総会 平成 29 年 11 月 29 日 日刊航空 

206 国内線利用動向調査 平成 29 年 12 月 14 日 時事通信社 iJUMP 

207 国内線利用動向調査 平成 29 年 12 月 20 日 日本経済新聞 

208 国内線利用動向調査 平成 29 年 12 月 22 日 東京新聞 

209 国内線利用動向調査 平成 30 年 1 月 10 日 産経新聞 

210 ランドオペレーターとの商談会 平成 30 年 2 月 22 日 千葉テレビ 

211 その他 平成 30 年 2 月 23 日 日刊工業新聞 

212 ランドオペレーターとの商談会 平成 30 年 2 月 24 日 千葉日報 

213 女子旅×成田ＬＣＣ 平成 30 年 3 月 27 日 日刊航空 

214 女子旅×成田ＬＣＣ 平成 30 年 3 月 27 日 千葉テレビ 

215 女子旅×成田ＬＣＣ 平成 30 年 3 月 30 日 成田ケーブルテレビ 

216 女子旅×成田ＬＣＣ 平成 30 年 5 月 2 日 千葉日報 
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１３ 事業実施状況 

[事業の６本柱] 
● 国内線利用者の県内観光の推進    ● インバウンド県内観光の推進  

● 成田空港発の県内企業ビジネスの創出 ● ナリタファンの拡大  

● OUR AIRPORT としての利用促進    ● 成田空港の利便性向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の熱意・エネルギーを取り込みながら事業展開

を図り、経済波及効果等の最大化を目指す。 

 ○協議会らしい事業の展開と新たな取組への挑戦 

● 海外向けＰＲ  

 ・県トップセールスと連携した台湾ＰＲ 

 ・レンタカーを活用した香港ファムトリップ 

●● 国内線就航先向けＰＲ   

 ・札幌での経済・観光団体との意見交換、現地ＰＲ 

 ・佐賀・広島・香川におけるＰＲ 

● ナリタファンの拡大に向けた情報・魅力発信  

 ・ナリタファンの拡大に向けた学生連携事業 

● 県内外に向けた利用促進事業  

 ・県旅券事務所等における情報発信と自動化ゲート登録 

 ・県内成人式における成田空港利便性ＰＲ 

 ・会員向け成田空港利用促進キャンペーン 

 ・国内線就航先の都内アンテナショップ等でのＰＲ 

 ・若年層向け成田空港利用ＰＲ 

 ・圏央道延伸を踏まえた成田空港利便性ＰＲ 

○協議会内外への情報発信の充実 

●● 経済活性化セミナー 

 ・ショッピングツーリズム 

●● マーケットリサーチ 

 ・インバウンド動向調査 

○要望活動 

● 空港利便性向上のための国等への要望 

 ・圏央道、北千葉道路の整備要望 

平成２６年度事業実施状況 

次年度以降の事業拡大へつなげるため、協議会の認 

知度を高め、「事業の６本柱」に沿って事業展開を図る。 

 ○官・民、幅広い主体の参加を得て「オール千葉」

で設立         

● 海外向けＰＲ  

 ・レンタカーでのファムトリップ 

●● 国内線就航先（札幌）向けＰＲ 

 ・札幌での経済・観光団体との意見交換、現地ＰＲ 

・旅行業者招へいモニターツアー 

●● 空港内ＰＲイベント 

 ・県内各地域の食材を活かしたスイーツのＰＲ 

● 利用促進キャンペーン  

 ・首都圏の自動車ユーザーへのＰＲ 

○事業展開方針に基づき幅広く事業展開 

● ビジネスプロモーション 

 ・企業誘致セミナー会場でのＰＲ 

●● 経済活性化セミナー 

 ・外客受入体制整備、国内線利用動向、圏央道 

●● マーケットリサーチ 

 ・航空旅客利用動向調査 

○要望活動 

● 空港利便性向上のための国等への要望 

 ・圏央道の整備要望 

平成２５年度事業実施状況 
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成田空港の「存在感」をより一層高めるとともに、 

ヒト・モノの流れを大きくするための事業展開を図る。 

 ○“ナリタ”の魅力を発信し、より一層「存在感」を 

    高める 

● 海外向け誘客促進  

 ・外国語のポータルサイトを利用した情報発信 

 ・タイメディア招請 ・ランドオペレーターとの商談会 

● 女子旅×成田ＬＣＣを活用した国内線就航先ＰＲ   

 ・ＷＥＢ、ＳＮＳを活用したＰＲ、モニターツアー 

● 北関東でのナリタＰＲ 

 ・圏央道茨城区間の開通を見据えた北関東プロモーション 

 （佐野ＳＡでのイベント、ハイウェイウオーカー広告掲載） 

● ナリタファンの拡大に向けた取組  

 ・親子見学バスツアーや教職員向けモニターツアーの実施 

● 県内、首都圏エリアにおけるナリタＰＲ  

 ・モノレールや成人式、ＫＩＴＴＥ、世界市でのＰＲ等 

○これまで培った連携・交流の更なる発展 

○各会員のビジネス展開に向けた会員相互連携の 

 強化と、事業に役立つ情報・場の提供の充実 

● 北海道との交流促進 

 ・パークゴルフモニターツアー、道県が連携したＰＲ 等 

● 国内線就航先と連携したＰＲ、交流促進 

 ・スポーツツーリズム等をテーマにしたＰＲ 

 ・函館でのＰＲ 

●●●会員の新たな事業展開等に向けた協働の場づくり 

 ・二次交通の確保や地域開発プロジェクト実現に向けた場づくり 

●● 経済活性化セミナー 

 ・物流、インバウンド 

● マーケットリサーチ 

 ・インバウンド受け入れ体制 

○要望活動 

● 空港利便性向上のための国等への要望 

 ・圏央道、北千葉道路の整備要望 

平成２８年度事業実施状況 

成田空港や千葉県を取り巻く新たな動きを取込み、

高まるポテンシャルを活かした事業展開を図る。 

 ○新しいナリタを強力に発信 

● 海外向け誘客促進  

 ・ランドオペレーターとの商談会 

●● 北関東エリアにおける成田空港利用促進等ＰＲ 

 ・つくば市におけるＰＲイベント 

 ・成田空港親子見学バスツアー 等 

●●ナリタファンの拡大に向けた学生アイデアの具現化  

 ・女子旅×成田ＬＣＣサポートブックの作成 

 ・広島・札幌でのＰＲ 

● 県民、首都圏向けのＰＲ・情報発信  

 ・県高速バス実証運行連動企画 

 ・千葉県庁舎内、成田空港内パネル展示 

 ・県中央旅券事務所、成人式でのＰＲ 

 ・東京スカイツリーでのＰＲ 

 ・ＪＰタワー「ＫＩＴＴＥ」でのＰＲ 等 

○これまでの取組を踏まえた新たな展開 

○会員への情報提供の充実 

● 国内線就航先との交流促進（北海道） 

 ・パークゴルフモニターツアー、教育旅行のＰＲ 

●● 経済活性化セミナー 

 ・インバウンド動向、圏央道 

● マーケットリサーチ 

 ・成田空港圏における物流動向調査 

○要望活動 

● 空港利便性向上のための国等への要望 

 ・圏央道、北千葉道路の整備要望 

平成２７年度事業実施状況 
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  会員の連携の場や情報の提供に取り組むとともに、

これまで培ってきた就航先との交流の発展を図る。 

 ○会員の新たなビジネス展開に向けた会員間の連携・

協働の場や情報の提供の充実 

● 海外向け誘客促進 

 ・ランドオペレーターとの商談会 

 ・外国語のポータルサイトを利用した情報発信 

●● 女子旅×成田ＬＣＣを活用した国内線就航先ＰＲ 

 ・ＷＥＢ、ＳＮＳを活用したＰＲ、沖縄県の学生との

意見交換、旅行喚起パンフレットの作成 等 

● 北関東でのナリタＰＲ 

 ・圏央道茨城区間の開通に伴う群馬でのプロモーション 

● ナリタファンの拡大に向けた取組  

 ・親子見学バスツアーの実施 

・会員向け成田空港見学バスツアーの実施 

● 県内、首都圏エリアにおけるナリタＰＲ 

 ・県内金融機関や駅等におけるＰＲ 

・ＪＰタワー「ＫＩＴＴＥ」でのＰＲ 

○実需拡大に向けた“ナリタ”の魅力の更なる発信 

○就航先との連携・交流を通じた誘客促進 

●● 北海道との交流促進 

 ・パークゴルフを通じた相互交流にかかる協定書の締結 等 

●●●会員の新たな事業展開等に向けた協働の場づくり 

 ・成田空港からの二次交通の確保に向けた検討 

●● 経済活性化セミナー 

 ・圏央道 ・県内インバウンド対応力向上 

 ・インバウンド需要と県経済活性化 

●● マーケットリサーチ 

 ・国内線利用動向調査 

・インバウンド周遊動向調査 

○要望活動 

● 空港利便性向上のための国等への要望 

 ・圏央道、北千葉道路の整備要望 

平成２９年度事業実施状況 

● 国内線就航先と連携したＰＲ、交流促進 

 ・スポーツツーリズム等をテーマにしたＰＲ 等 

 ・宮崎でのＰＲ 
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１４ 事業概要 

● 国内線利用者の県内観光の推進 

１ 北海道との交流の促進 

平成２５年度は北海道民に「ちばの観光」・「成田空港の利便性」の魅力をＰＲしていくため、

成田空港国内線就航先の札幌にて、北海道経済・観光団体等の意見交換会及び道民向けＰＲイ

ベントを開催した。また、新たな旅行商品の造成に向けて、北海道から旅行事業者等を招聘し、

観光・ゴルフ・教育旅行をテーマとした県内モニターツアーを実施した。 
平成２６年度は、今後の道県交流促進に向け、北海道の経済・観光団体トップ層及び実務者

レベルによる意見交換を実施。さらに、多くの道民に千葉を分かりやすく知ってもらうため、

メディアを最大限活用するとともに、札幌市内集客施設でのＰＲイベントや札幌駅西改札前及

び札幌ドームでプロモーションを実施した。 
平成２７年度は平成２６年度の意見交換会で確認した、教育旅行のＰＲの場のセッティング

やゴルフ・パークゴルフを活用した相互交流、道県連携したＰＲの実施などについて具体的な

検討を行い、実施可能となったものから順次実施した。 
平成２８年度は、相互交流の更なる展開として、千葉県、北海道の双方で交流パークゴルフ

大会（千葉の大会は荒天のため中止）を開催するとともに、それにあわせたパークゴルフモニ

ターツアーなどを行った。また、新規就航した函館でのプロモーションを行った。 
平成２９年度は、民間同士での相互交流を進めるため、北海道での交流パークゴルフ大会に

あわせて、道県のパークゴルフ場が主体となり、プレー料金等のインセンティブの付与などを

盛り込んだ協定を締結した。また昨年に引き続き、あわせてパークゴルフモニターツアーを行

った。また、就航先メディアを活用した情報発信を行い、併せてツアー造成・販売を行った。 

 
【平成２５年度】 

（１）札幌での意見交換会（１０/２５） 

観光だけでなく、スポーツ、文化、産業など様々な分野において北海道と千葉県双方の  

官民が連携した交流を深めるため、プレゼンテーション、意見交換会、交流会を開催した。 

 

≪出席者≫  

■千葉県側  ４０名 

石井 俊昭（協議会会長/県商工会議所連合会長） 

諸橋 省明（副知事 ※森田知事が台風対応の為代理出席） 

他 活用協議会幹事団体及び会員企業（交通事業者） 

■北海道側  ３０名 

高向  巌（北海道商工会議所連合会頭） 

近藤 龍夫（北海道経済連合会長） 

北山 憲武（北海道観光振興機構専務理事） 

山本 邦彦（北海道空港㈱代表取締役社長） 

他 北海道経済団体、旅行関係者及び道庁関係者 
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（２）札幌での北海道民向けＰＲイベント（１０/２６） 

冬でも温暖な千葉県を道民に訴え、本県出身のタレント渡辺正行さんら著名人による 

ステージイベントや、協議会会員のブース出展により「ちばの観光」と「成田空港の利便

性」の魅力をＰＲした。（来場者１，５００名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 千葉県内でのモニターツアー（３/６～７） 

北海道から旅行事業者１３社を招へいし、２日間で「観光・ゴルフ」及び「教育旅行」

をテーマとした２コースにより県内を視察し、併せて、県内観光施設・宿泊事業者等３２

社との商談会を実施した。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意見交換会の様子（北海道側） 意見交換会の様子（千葉県側） 

会場の様子 出展ブースの様子 

モニターツアーの様子 商談会の様子 
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【平成２６年度】 

（１）北海道の経済・観光団体トップ層との意見交換（１１/７） 

  空路で結ばれた道県間の交流促進に向け、石井会長、森田知事及び飯沼県観光物産協会会

長も出席し、道県トップ層で幅広いテーマについて意見交換を行った。 

 

≪出席者≫  

■千葉県側 

石井 俊昭 （協議会会長/ 

       県商工会議所連合会会長） 

森田 健作 （県知事/協議会特別顧問） 

飯沼 喜市郎（県観光物産協会会長） 

■北海道側 

高向  巌 （北海道商工会議所連合会会頭） 

古田 和吉 （北海道経済連合会副会長） 

横内 龍三 （北海道経済同友会代表幹事） 

近藤 龍夫 （北海道観光振興機構会長） 

 

（２）道県実務者レベルによる意見交換（１１/７） 

  県トップ層との意見交換に引き続き「ナリタ

がつなぐ北海道と千葉～相互の交流促進に向

けて～」をテーマに道県実務者レベルによる意

見交換を行った。 

 

 

 

 

 

 

（３）メディアを活用したプロモーション（１１/７） 

北海道民に「成田空港のネットワークやアクセス利便性」とともに、千葉の魅力を分かりや

すく知ってもらうため、人気・注目度の高いスポーツと千葉の観光資源をミックスさせた新聞

折込広告を４０万部作成し、札幌近郊の世帯に配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トップ層による意見交換 

実務者レベルによる意見交換 



- 32 - 

 

（４）イオンモール札幌におけるプロモーション（１１/８） 

「Play & Fly to CHIBA～遊びつくそう！千葉」をテーマに、イオンモール札幌 発寒で、

ステージイベントと特設ブースを展開した。ステージイベントでは、森田知事と元Ｊリーガ

ーでサッカー解説者の宮澤ミシェルさんのステージトークや会員企業も参加して、成田空港

の利便性とちばの観光・スポーツの魅力についてＰＲした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）ＪＲ札幌駅西改札前におけるＰＲキャラバン（１１/８） 

参加会員の協力のもと機動的なＰＲキャラバンを 

実施し、約１，０００人の方々にパンフレット等を配布 

し、千葉への誘客を図った。 

 
 
 
 
 
 
 
（６）札幌ドームにおける PR キャラバン（１１/９） 

Ｊリーグ開催中の札幌ドームにおいて、特設ブース

を設置。チーバくんも参加して、パンフレットやグッ

ズの配布をし、約１，４００人のドーム来場者の方々に成

田空港の利便性と、ちばの観光を PR した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

千葉の魅力を熱く語る森田知事 多くの道民でにぎわうステージ会場 

札幌駅西改札前におけるキャラバン 

札幌ドームにおけるＰＲ 
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【平成２７年度】 

（１）北海道側からの教育旅行ＰＲの場のセッティング（９/４） 

千葉県高等学校長協会の理事会において、 

北海道観光振興機構が教育旅行に係るプレゼ

ンテーションと教育旅行研修会（招へい事業）

の説明を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）新聞社やフリーマーケットにおけるＰＲ（１０/２,３） 

  千葉県が行うチーバくんキャラバン隊と連携

して、「この冬は、ＬＣＣで成田空港を使って、

気軽に千葉でゴルフ・パークゴルフをしよう！」

をテーマに、北海道の新聞社やフリーマーケッ

トを訪問し、ＰＲを行った。 

 

 

 

 

 

 

（３）北海道・千葉交流パークゴルフ大会ＩＮ千葉及び北海道からのモニターツアー 

（３/１０～１２） 

北海道と千葉県の双方で盛んなパークゴルフを活用した継続的な相互交流を推進するため、

「北海道・千葉交流パークゴルフ大会ＩＮ千葉２０１６」と交流会を開催。 

また、大会の開催にあわせて、新千歳からＬＣＣで成田空港を使って千葉県で観光とパー

クゴルフをプレーするモニターツアーも併せて実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道新聞社の取材を受けるチーバくん 

大会集合写真 

北海道観光振興機構からのプレゼンテーション 
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（４）道県連携したＰＲ（つくばにおける北海道ＰＲ、北海道内の大学での千葉ＰＲ） 

  （１１/７,８） 

つくば市のショッピングモール「イーア

スつくば」でのプロモーションにおいて、

ポスターの掲示とチラシの配布により北海

道の観光ＰＲを行った。 

また、女子旅×成田ＬＣＣ冊子を、北海

道庁の協力を得て、北海道内の大学（北海

道大学、小樽商科大学、天使大学、藤女子

大学、北星学園大学）に、合計１，５００部設

置した。 

 

【平成２８年度】 

（１）北海道・千葉交流パークゴルフ大会ＩＮ北海道及び千葉県からのモニターツアー 

  （９/７～９） 

平成２７年度に実施した「北海道・千葉交流パークゴルフ大会ＩＮ千葉」及び北海道から

のモニターツアーに続き、「北海道・千葉交流パークゴルフ大会ＩＮ北海道」及び千葉県から

のモニターツアーを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２）札幌ドームにおけるＰＲ（９/７） 

県と連携して、「北海道から関東へ北海道日本

ハムファイターズの応援に行くなら成田ＬＣＣ

がオトク！」と題して、ＰＲを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

「イーアスつくば」における北海道の観光ＰＲ 

大会集合写真 交流会での石井会長の挨拶 

ブース風景 
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  （３）函館プロモーション（２/１９,２０） 

バニラエアの成田－函館線新規就航に伴い、成田国際空港株式会社、バニラ・エア株式会

社等と連携して、成田空港及び千葉県の魅力を紹介するプロモーションなどを実施。 

また、日本パークゴルフ協議会道南連絡会、函館市パークゴルフ協会の役員と、成田―函

館線の新規就航を受け、パークゴルフを通じた今後の連携について意見交換を行った。 

あわせて、パークゴルフ新聞へ広告掲載を行い、パークゴルフ愛好家に対し利便性の高ま

る成田ＬＣＣのＰＲを行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＲの様子 函館のパークゴルフ協会との意見交換の様子 

パークゴルフ新聞掲載広告 
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（４）北海道・千葉交流パークゴルフ大会ＩＮ千葉及び北海道からのモニターツアー 

    （３/１３～１６） 

「北海道・千葉交流パークゴルフ大会ＩＮ北海道」及び千葉からのモニターツアーに続き、

「北海道・千葉交流パークゴルフ大会ＩＮ千葉」及び北海道からのモニターツアーを実施す

るとともに、北海道と千葉県のパークゴルフ場関係者を交えて、今後のパークゴルフを通じ

た北海道と千葉県の交流促進のための意見交換を行った。 

なお、「北海道・千葉交流パークゴルフ大会ＩＮ千葉」については、悪天候のため中止とな

り、参加者を対象とした景品の抽選会を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
【平成２９年度】 

（１）パークゴルフを通じた北海道と千葉県の交流促進協定の締結（１０/５） 

民間同士での相互交流を進めるため、北海道での交流パークゴルフ大会にあわせて、道県

のパークゴルフ場が主体となり、プレー料金等のインセンティブの付与などを盛り込んだ協

定を締結した。また昨年に引き続き、あわせてパークゴルフモニターツアーを行った。 

当協議会を代表して、役員である平監事（中小企業団体中央会会長）が出席した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山武市の椎名市長による歓迎のあいさつ 意見交換の様子 

大会集合写真 調印式の様子 
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（２）就航先メディアを活用した情報発信（２月～３月） 

これまで交流を実施してきた北海道を対象に、テレビ、新聞等のメディア等を活用し、  

千葉県の観光資源やＬＣＣ等の利便性を知ってもらい、行きたいと思ってもらえるようなプ

ロモーションを展開した。 

  同時に、旅行会社と連携し成田空港国内線を利用した北海道発千葉県ツアーを造成・販売

をすることで、千葉への送客を実施するとともに、ツアー参加者を対象としたアンケート 

調査による情報収集を行った。 

  

ロケの様子(成田空港第３ターミナル) ロケの様子(佐原) 

北海道新聞 PR 記事 
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２ 佐賀・広島・香川におけるプロモーション 

国内線就航先促進団体との関係づくり及び連携したＰＲ活動を行うことを目的に、成田空港

を拠点とする春秋航空日本が就航したことに併せて、会員航空会社の就航地である佐賀・広島・

香川計３県の地方紙に広告を掲出した。 
また、成田空港の新規就航地となった佐賀県において、同県民向けに成田空港の利便性及び

千葉県の観光ＰＲを行うため、同県内関係先への表敬並びに県内各種メディアプロモーション

を会員企業とともに実施した。 

 
  【平成２６年度】 

  佐賀・広島・香川におけるプロモーション（７,８月） 

佐賀新聞、中国新聞、四国新聞の３紙（計１００万部）において、春秋航空日本就航に伴う

特集記事に、“成田空港の国内線に搭乗して千葉県にお越しください”という趣旨のメッセー

ジを広告として掲載した。 

有明佐賀空港活性化推進協議会や佐賀ターミナルビル㈱、広島空港利用促進協議会、広島空

港ビルディング㈱を表敬訪問し、今後の共同ＰＲ等について意見交換を実施した。 

佐賀新聞社（１４万部発行）をはじめ佐賀県内のテレビ局、ラジオ局を訪問し露出したほか、

佐賀県内有数のイベント“栄の国まつり”の前夜祭ステージにて県民約１，０００人に対して利用

促進活動を展開した。 

 

 

 

 

 

 

 

  

地元テレビ局ぶんぶんテレビでのＰＲ えびす FM（ラジオ局）でのＰＲ 
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３ 学生コンテスト最優秀アイデアの具現化（女子旅×成田ＬＣＣ） 

   平成２７年度に、若者目線によるナリタファン拡大を図るため、前年度の学生連携事業で生

み出された最優秀アイデア「女子旅で！学生に成田ブームを巻き起こせ！！」を学生の主導的

な参画のもとで事業化。若者目線でのガイドブックの制作、コミュニケーションツール（ＳＮ

Ｓ）の活用、これらを全面的に用いた就航先プロモーションを学生自らが行うことにより、成

田空港の利用促進を図るとともに県内の新たな魅力を発掘し、多数のメディア露出を図ること

で、ＬＣＣを使った旅行需要の喚起を行った。 
平成２８年度は平成２７年度学生連携事業として実施した「女子旅×成田ＬＣＣ」の発展形

として、ターゲットである若年層の女性がよく利用するＷＥＢ媒体、ＳＮＳを活用し千葉県や

ＬＣＣの魅力について情報発信を行った。また、就航先の学生を千葉県へ招待するモニターツ

アーを実施し学生同士の交流を行った。 
平成２９年度はＳＮＳやブログを活用し、各媒体の特徴に応じたＰＲや編集を行うなどアク

セス性を高めつつ千葉県やＬＣＣの魅力について積極的な情報発信を行った。また、旅祭※で

のプロモーションや沖縄県の学生と意見交換会を実施した。また、ＬＣＣ就航先をＰＲする 

パンフレットを作成し、成田空港内での情報発信を行った。 
※日本唯一の「旅」テーマにした野外フェスタ 

 
【平成２７年度】 

  （１）全体ミーティング及びＬＣＣとの意見交換会の実施（９/３） 

    事業に参加する学生が「ガイドブックチーム」、「プロモーションチーム」に分かれ企画を

検討し、それぞれの進捗報告やＳＮＳ展開についての意見交換を実施。協議会会員である国

内ＬＣＣ３社（ジェットスター・ジャパン㈱、春秋航空日本㈱、バニラ・エア㈱）のプロモ

ーション担当者をゲストに学生との意見交換会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体ミーティング及びＬＣＣとの意見交換会の様子 
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（２）ＳＮＳ展開（９/１１） 

    Facebook ページを開設し、企画の説明、ＬＣＣの説明、千葉県内おすすめスポット情報、

女子旅情報などを紹介。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）サポートブック「千葉で女子旅×成田ＬＣＣ」の制作（１２/１１） 

旅行に行くのに踏み切れない女子を「つぼみ女子」と名付け、「つぼみ女子」が旅行に行く

ことでひと花咲かせるまでを案内。サポートブックでは「つぼみ女子の紹介」から「タイプ

別おすすめ旅」、「Wish List」などを紹介するほか、ＬＣＣ紹介ページではＬＣＣを知っても

らい、予約から搭乗までをサポート。千葉県紹介ページでは学生目線で選出したスポット７

か所を紹介。各道県のご協力により、北海道、香川、愛媛、佐賀、大分、熊本の大学等に設

置（約８，０００部）、成田国際空港㈱などが実施する就航先プロモーションで配布を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Facebook ページ 

千葉県体験紹介ページ（佐原） 表紙 

学生デザインのロゴ 
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意見交換会の様子 広島空旅！２０１６ステージイベント 

 

 

  （４）知事表敬訪問（１/１３） 

石井会長とともに、学生７名が、広島及び札幌のプロモーションに先立って、森田知事を

表敬訪問した。知事からは、「感受性の強いみなさんが、千葉県の魅力をどんどん発信してほ

しい」との激励の言葉をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （５）広島におけるプロモーション活動（１/２２～２４） 

広島県学生との意見交換会を実施するとともに、『広島空旅！２０１６』において、サポー

トブックの配布活動やステージイベントへ参加した。また、広島県内大学において、タダコ

ピ（大学内設置の無料コピー機でコピー用紙の裏面を広告利用できるサービス）を使ったＰ

Ｒや「千葉で女子旅×成田ＬＣＣ」サポートブックの設置を行った。併せて、広島の女子学

生が紹介する広島女子旅企画を実施し、Facebook で紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知事が直接学生を激励 集合写真 
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意見交換会の様子 チ・カ・ホでのプロモーションの様子 

成田空港第３旅客ターミナルビル 鋸山 

ロケ風景 

モニターツアーの様子 

 

  （６）札幌におけるプロモーション活動（２/２０～２１） 

札幌の大学生、会員エアライン２社（ジェットスター・ジャパン㈱、バニラ・エア㈱）と

の意見交換会を実施するとともに、札幌駅前通地下広場『チ・カ・ホ』イベントスペースで

のプロモーション活動を実施した。また、札幌女子学生が紹介する札幌女子旅企画を実施し、

Facebook で紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）千葉県モニターツアーの開催（３/２１～２２） 
広島県の学生を千葉県に招待し、千葉県内の

おすすめスポットを実際に体験してもらい、モ

ニターツアーの様子をフジテレビ「千葉の贈り

物」で発信した。 

 

 

 

 

 

 

 

  （８）女子旅×成田ＬＣＣモニターツアーを実施（３/２７～２９） 
札幌テレビ「ジョシスタ あいく的」番組の招待、また、福岡、松山、広島からＳＮＳでの

情報発信力のある女子３名を招待し、女子旅×成田ＬＣＣモニターツアーを実施した。 
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【平成２８年度】 

  （１）ウレぴあ総研『スマホ女子旅』特集を活用した情報発信（１０/７～４/２０） 

女子旅×成田ＬＣＣサポートブック掲載内容のＷＥＢ記事

化を行った。 

また、ターゲット層に関心のあるテーマや千葉県の魅力等

について取材を行い、ＷＥＢ記事配信を行った。 

 

 

 

 

 

 

  （２）Instagram アカウント『女子旅ｂｙ成田 LCC』での情報発信（１０/１８～） 

旅行需要の喚起のため、「女子旅」をコンセプトとした

画像を紹介するアカウントを開設。現地に行って自分でも

撮りたくなるような写真を当アカウントで毎日紹介した。 

開始から５か月でフォロワー数３，０００人を突破。当ア

カウントからスタートした「＃lcc 女子旅」のハッシュタ

グを付与した投稿も１５，０００件を超えるなどの成果があ

った。 

 

 

 

 

 

 

 

  （３）千葉県情報、ＬＣＣ情報の発信（通年） 

学生メンバーが実際に千葉県内のスポットを現地調査し、ブログ等で情報発信を行なうと

ともに、ＬＣＣ情報（航空券の買い方、路線の紹介）、成田空港情報など、学生のＬＣＣ利用

にあたり関心のある情報の発信も行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スマホ女子旅 特集ページ画面 

アカウント画面 
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  （４）千葉県モニターツアーの開催（２/２６～２８） 
成田ＬＣＣ就航先３都市（広島、福岡、那覇）の学生８名を千葉県に招待し、ＬＣＣや千

葉県内のおすすめスポットを実際に体験してもらい、体験の様子を参加者各自のＳＮＳなど

で情報発信してもらうとともに、モニターツアーの印象、実際にＬＣＣを利用した感想など

をブログ、Facebook などで発信した。また、就航先学生、千葉県学生、ＮＡＡ、千葉県など

を交えた意見交換会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【平成２９年度】 

  （１）「旅祭」におけるプロモーション（９/３） 

    日本唯一の「旅」をテーマにした野外フェスタである「旅祭２０１７」において、成田国

際空港と共同でブース出展を行い、「女子旅×成田ＬＣＣ」の学生メンバーが主体となり、

来場者に成田ＬＣＣの魅力をＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐原・小見川観光船体験 
意見交換会の様子 

女子旅メンバーが千葉の魅力を紹介 会場の様子 
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（２）Instagram アカウント『女子旅ｂｙ成田 LCC』での情報発信（通年） 

昨年度に引き続き、「女子旅」をコンセプトとした 

画像を紹介するアカウントを開設。女子旅の参考となる 

写真を当アカウントで毎日紹介した。 

 平成２９年度はこれまでの活動に加え女子旅メンバー

が現地調査した千葉県のおすすめスポットを掲載し、県

内観光を一層促進した。 

（フォロワー数５，４９５人 平成３０年３月３０日現在） 

 

 

 

 

 

 

（３）千葉県情報、ＬＣＣ情報の発信（通年） 

学生メンバーが千葉県内のスポットを現地調査し、ブログ等で情報発信を行うとともに、

成田空港での座談会など、活動の様子についても発信を行った。 

 

（４）沖縄県の学生とのテレビ電話による意見交換会（１０/２６） 

一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー 

が実施する「学卒プロジェクト」と連携して、千葉県 

と沖縄県の学生同士による旅行に関する意見交換を 

実施した。 

 

 

 

 

 

（５）成田ＬＣＣを活用した就航先訪問及び情報発信（３/２７） 

  ＬＣＣ就航先をＰＲするパンフレットを作成し、成田空港内でのパンフレット設置に併せ

て、成田空港第３ターミナルにおいて、プロジェクト参加学生によるプロモーションを実施

した。 

  

  

テレビ電話による意見交換の様子 

アカウント画面 

プロモーションに参加した学生 プロモーションの様子 
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４ スポーツツーリズムをテーマとした就航先との交流促進 

   千葉県内プロスポーツチームと連携し、アウェー戦観戦には、安くて便利な成田ＬＣＣの 

利用を促すＰＲを行った。また、就航先チームのファンにも成田ＬＣＣの魅力をＰＲすること

で誘客、送客一体となった相互交流を行った。 

 
【平成２８年度】 

  （１）千葉ロッテマリーンズと連携した取り組み（８/２,１４,３０） 

ＺＯＺＯマリンスタジアムにおいて豊富な成田空港国内線ネットワークやＬＣＣの安全

性と安さの秘密、他の交通手段との比較などを紹介するチラシを配布。球場で販売されてい

るマリーンズマガジンに広告を掲載。スタジアム内の大型ビジョンにおいて、成田空港の便

利さをＰＲするＣＭを放送した。 

また、千葉ロッテマリーンズとの連携により、これまで羽田空港発のツアーしかなかった 

千葉ロッテオフィシャルファンツアーに、成田ＬＣＣを利用したツアーを追加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ジェフユナイテッド千葉と連携したプロモーション（８/７） 

フクダ電子アリーナにおいて、アンケートに回答いただいた方を対象に、ジェフ千葉選手

の直筆サイン入りレプリカゲームシャツや成田空港活用協議会オリジナルＱＵＯカードな

どが当たる抽選会を行った。 

また、ロアッソ熊本戦に向け、多くのジェフサポーターの皆様から、熊本復興への募金や

応援メッセージをお預かりした。 

スタジアム内の大型ビジョンにおいて、『アウェー戦には安くて便利な成田ＬＣＣを！』の

ＣＭを放送。豊富な成田空港国内線ネットワークやＬＣＣの安さの秘密などを紹介したチラ

シを配布。会報誌「ＵＮＩＴＥＤ」８月号へ広告を掲載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

チラシ配布の様子 大型ビジョンでのＣＭ放映 

イベントの様子 応援メッセージ 
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  （３）熊本県、県民運動推進本部及びロアッソ熊本と連携したプロモーション（８/１４） 

    ジェフサポーターの皆様からお預かりした熊本復興募金及びメッセージを「ロアッソ熊本

をＪ１へ」県民運動推進本部（熊本）へとお渡しするセレモニーをサッカーフィールドで実

施。 

また、スタジアム内コンコースにおいて、アンケートに回答いただいた方を対象に、ロア

ッソ熊本選手の直筆サイン入りユニフォームや成田空港活用協議会オリジナルＱＵＯカー

ドなどが当たる抽選会を行った。また、スタジアム内の大型ビジョンを使い、『アウェー戦に

は安くて便利な成田ＬＣＣを！』のＣＭを放送した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２９年度】 

（１）新規就航先の宮崎での成田空港活用ＰＲ（２/１０～１２） 

ジェットスター・ジャパンが新規就航した宮崎で、成田国際空港及びジェットスター・ジャ

パンと連携のもとに、宮崎からプロ野球観戦などで成田空港を利用してもらうため、キャンプ

見学で多くの野球ファンが集う宮崎サンマリンスタジアムにて、チラシ配布やステージイベン

トなどのＰＲを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セレモニーの様子 イベントの様子 

ブースの様子 ステージイベントの様子 
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（２）プロ野球オープン戦期間中のラジオ放送ＣＭを通じた成田空港活用ＰＲ（３月） 

   就航先である北海道、東北、福岡エリア及び千葉のラジオ放送局で、プロ野球オープン戦期

間中にラジオＣＭを通じてアウェー戦観戦には安くて、便利な成田ＬＣＣを利用してもらうた

めのＰＲを行った。 

 

（３）千葉ロッテマリーンズのオープン戦と連携した成田空港活用ＰＲ（３/１７） 

   ＺＯＺＯマリンスタジアムで行われたオープン戦観戦に訪れた野球ファンに対し、成田空港

の国内線就航先の多さと成田ＬＣＣの魅力をＰＲするため、チラシ配布などを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

入場ゲートでのチラシ配布の様子 
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● インバウンド県内観光の推進 

 １ 千葉県トップセールスと連携した台湾プロモーション 

   成田空港を擁する千葉県の優位性を活かして、インバウンドによる県内観光を推進するた

め、千葉県が主催する台湾トップセールス事業と連携し、成田空港の利便性向上を伝える台湾

テレビの番組制作や現地でのＰＲ活動を精力的に実施した。 

 
  【平成２６年度】 

  （１）台湾テレビを活用した現地情報発信（１０/２６～３０） 

    千葉県が主催する台湾トップセールスに併せて、台湾テレビ報道番組「国際熱線」にて放

送する成田空港を起点とした県内誘客のためのプロモーションビデオを千葉県と共同で制

作した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  （２）千葉県主催行事への参画（１０/２７） 

千葉県が主催する「台湾観光ミッション団商談会」に参加する会員のサポートを図るとと

もに、千葉県が主催する「同商談会」・「千葉の夕べ」に成田市及び成田国際空港㈱とともに

成田空港ＰＲブースを共同出展した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番組放送内容（抜粋） 

千葉の夕べで挨拶する石井会長 成田空港共同ブース 
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２ レンタカーを活用した香港ファムトリップ 

平成２５年度に個人旅行者が増えつつある香港から旅行会社を招へいし、レンタカーを活用

した成田空港発のツアー商品造成を目指して、国土交通省関東運輸局・神奈川県と連携しなが

ら、県内観光施設等を紹介するモニターツアーを実施した。 
平成２６年度は、現地旅行会社に加えて新たに現地メディアを招へいし、成田空港を利用し

たレンタカーツアーの商品造成と県内観光施設等の記事掲載も促進し、ＰＲの強化を図った。 

   
  【平成２５年度】 

  平成２５年度ビジット・ジャパン地方連携事業（２/１７～１９） 

   千葉の食、ショッピング、観光施設、体験プログラムなどを組み合わせ、個人の自由な旅行

でしか楽しむことができない個人旅行者向けドライブコースを作成し、香港の旅行会社にコー

スの取材、体験をしてもらうことで旅行商品の造成を目指した。（香港側招へい社：7社） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【平成２６年度】 

  平成２６年度ビジット・ジャパン地方連携事業（１１/２７～２９） 

   滞在日数の比較的長い外国人個人旅行者（ＦＩＴ）のニーズに即した誘客を実現するため、

移動手段としてレンタカーを活用する千葉県と神奈川県との広域連携プロモーション活動の

一環として実施した。（香港側：旅行会社４社、メディア２社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

商業施設見学の様子 レンタカーデモ 

会員企業との商談会の様子 レンタカー乗車体験 
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３ タイ王国からのメディア招へい事業 

   千葉県やナリタの魅力をより多くの外国人に伝えるため、（公社）千葉県観光物産協会、（公

財）ちば国際コンベンションビューロー及び千葉インバウンド促進協議会と連携して、タイ王

国のメディア関係者を招へいし、県内観光ツアーを実施した。 

 
【平成２８年度】 

   タイ王国メディア関係者の招へい（６/１４～１７） 

タイメディアを招へいし、県内観光ツアーを実施。旅行中及び帰国後に各招へいメディア

から、自国内に向けて情報発信を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

成田空港での甲冑体験の様子 小野川観光船の様子 
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 ４ ランドオペレーターとの商談会・交流会の実施について 

   平成２７年度、平成２８年度及び平成２９年度に当協議会と千葉インバウンド促進協議会の

共催のもと、会員企業、団体及び自治体にランドオペレーターを活用していただくことで、  

千葉県を訪れる訪日外国人旅行客の増加に向けた魅力的な旅行商品の造成に繋げ、アジアから

の観光客の更なる増加を目指すため、東アジアや東南アジアの両地域を手掛けるランドオペレ

ーターとの「商談会・交流会」を実施した。 

 
【平成２７年度】 

ランドオペレーターとの商談会・交流会（マロウドインターナショナルホテル成田） 

（１２/７） 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

【平成２８年度】 

   ランドオペレーターとの商談会・交流会（太陽の里九十九里）（１２/１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場の様子 ブースでの商談の様子 

 

商談の様子 

 

会場の様子 
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【平成２９年度】 

ランドオペレーターとの商談会・交流会（オークラアカデミアパークホテル）（２/２２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会場の様子 ブースでの商談の様子 
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 ５ 海外向けＷＥＢでの情報発信 

   千葉県やナリタの魅力をより多くの外国人に伝えるため、会員と連携して成田空港を起点と

した観光やグルメスポットについて、外国人向けウェブマガジンによる多言語の情報発信を行

った。 

 
【平成２８年度】 

  ＷＥＢでの情報発信（３/３０～） 

外国人向けウェブマガジン「Matcha」にて、台湾人の記者が外国人目線で見た魅力的なスポ

ットやグルメについて取材を行い作成した記事を、日本語をはじめとする計８言語（英語、中

国語（簡体字、繁体字）、韓国語、インドネシア語、タイ語、ベトナム語）で配信した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２９年度】 

  ＷＥＢでの情報発信（３/２８～） 

昨年度に引き続き、メインターゲットをタイ、ベトナムにした外国人目線で見た魅力的なス

ポットやグルメについての記事を、日本語をはじめとする計８言語（英語、中国語（簡体字、

繁体字）、韓国語、インドネシア語、タイ語、ベトナム語）で配信した。 
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６ 成田空港からの二次交通等に関する研究会 

   平成２８年度は千葉県旅館ホテル組合等４団体から「成田空港と外房地区を結ぶバス路線」

について提案を受け、提案団体・地元自治体等の関係者を中心に研究会を設置し、地元の受入

体制等の現状・方向性等問題意識を共有し、二次交通等の可能性を検討した。 

 

   平成２９年度は前年度の検討結果から、インバウンド誘客によるチャーターバスの運行を見

据え、数多くのインバウンドを手掛ける国内最大のランドオペレーターであるＪＴＢグローバ

ルマーケティング＆トラベルと意見交換会を実施し、地元の受入体制やランドオペレーターが

求めているメニューなどについて意見交換した。 

 

 

【平成２８年度】 

  （１）第１回（ワークショップ①）（５/２６） 

小松経済活性化部会長が座長となり、提案会員、

会員自治体、地元観光協会と地元の受け入れ体制に

ついて検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

  （２）第２回（ワークショップ②）（１１/２４） 

観光の現状・課題、県高速バス実証実験の分析及びバス運行シミュレーション結果につい

て確認し、運行実現のための課題と取組方向を検討した。 

 

 

  （３）第３回（ランドオペレーターとの意見交換会）（１２/２０） 

    検討結果を受け、インバウンド誘致によるチャーターバスの運行などを見据え、鴨川・ 

勝浦からランドオペレーターへのプレゼン及びインバウンド誘致に向けた意見交換を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

第１回ワークショップの様子 
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  （４）第４回（ランドオペレーターの鴨川市・勝浦市現地視察）（２/２４,２５） 

    ランドオペレーターを鴨川市・勝浦市に招き、現地視察を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （５）第５回（ワークショップ③）（３/１７） 

運行実現のための課題と取組方向とインバ 

ウンド受入体制づくりを検討した。 

 
 
 
 
 
 

 

【平成２９年度】 

（１）ＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベルとの意見交換会（９/２２） 

国内最大のランドオペレーターであるＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベルと 

意見交換会を実施し、インバウンド誘致の可能性を検討した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

鴨川ユニバースホテル会議室での意見交換会 キュステでのひなまつり見学風景 

第３回ワークショップの様子 

意見交換会の様子 プレゼンの様子 
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（２）ランドオペレーターの鴨川市・勝浦市現地視察（１２/１１～１２） 

ランドオペレーターを鴨川市・勝浦市に招き、現地視察を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（３）二次交通研究会のまとめ（３/１４） 

１２月に実施した国内最大手ランドオペレーターであるＪＴＢグローバルマーケティン

グ＆トラベルを招請したファムトリップについての成果のほか、千葉県で実施する訪日団体

旅行客向けバスツアー支援事業について意見交換を行った。 

研究会を通して、二次交通には、まず地域を知ってもらい多くの人々に来てもらうことが

優先であり、今後は二次交通、三次交通に繋げていくため、地元が中心となってこれまで以

上に地元の魅力づくり・知名度アップを図っていくこととなった。 

 

  

亀田鴨川市長との意見交換の様子 鴨川シーワールドの視察の様子 

二次交通研究会まとめの様子 
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７ 県内経済活性化ビジネスセミナー 

  平成２５年度は企業等の会議や研修旅行、国際会議や見本市などのビジネスイベントの総称

である“ＭＩＣＥ”について、その意義や経済効果を分かりやすく理解していただくために、

会員等を対象としたビジネスセミナーを開催した。 

平成２６年度は「外国人旅行者向け消費税免税制度」の改正を受け、ショッピングツーリズ

ムの視点から経済効果等を理解していただくためのビジネスセミナーを開催した。 

平成２７年度は平成２６年度に実施した外国人旅行者等を対象として嗜好や周遊動向等を

調査した「インバウンド調査」の調査結果を報告するとともに、更なる増加が見込まれる訪日

外国人旅行者の千葉県への誘客促進に向けた取組についてセミナーを実施した。 

平成２８年度は国内旅行需要が減少する中、如何にインバウンドを取り込んでいくかが観光

による地域経済活動を活性化するうえで重要な鍵となることから、インバウンドの意義や経済

効果等について、会員等の理解をより一層高めることを目的にセミナーを開催するとともに、

あわせて、交流会を開催し、講演者と会員等の相互交流を図った。 

平成２９年度は平成２８年度に実施した「千葉県のインバウンドの対応力向上に向けた調査」

の調査結果の報告を行った。 

  

【平成２５年度】 

  ＭＩＣＥとその魅力（基礎編）（２/１０） 

成田空港を擁するＭＩＣＥ開催地として、海外のＭＩＣＥ専門家から見たちばの魅力や、世

界のＭＩＣＥ誘致動向に関する基調講演とＭＩＣＥが大きなビジネスチャンスを秘めている

ことについて誘致推進側、経済効果を享受する側、主催者側などそれぞれの立場によるパネル

ディスカッションの２部構成で実施。 

 

[プログラム] 
①  基調講演「ＭＩＣＥの効果・千葉の魅力」 

講師 レイ・コプチンスキー氏（ＭＤＲＴ会議サービス部長、ＰＣＭＡ次期会長、 

ちば国際コンベンションビューロー 千葉ＭＩＣＥアンバサダー） 

② パネルディスカッション「ＭＩＣＥをチャンスに」 

モデレーター 田部井 正次郎氏（元国際会議事務局取締役、元国際コンベンション  

システム開発調査委員会委員長） 

パネリスト  内田 浩行氏（観光庁参事官） 

葛  丈夫氏（ちば国際コンベンションビューローＭＩＣＥ事業部長） 

早川 康一氏（千葉インバウンド促進協議会会長） 

レイ・コプチンスキー氏 
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【平成２６年度】 

  ショッピングツーリズムの魅力とその新たな可能性（１０/１４） 

「外国人旅行者向け消費税免税制度」の改正を受け、ショッピングツーリズムの視点から

外国人旅行者をおもてなしすることが、会員の新たなビジネス機会の創出や県内地域の魅力

づくりに役立つとの観点から、その経済効果等を分かりやすく理解していただくためのビジ

ネスセミナーを開催。 

 
[プログラム] 
①「国のインバウンド政策等」について 

  講師 半田 雅則氏（国土交通省関東運輸局企画観光部国際観光課長） 
②基調講演「ショッピングツーリズムの魅力とインバウンドへの効果」について 

  講師 村山 慶輔氏（㈱やまとごころ 代表取締役） 
③会員企業による取組事例の紹介  イオン㈱、㈱飯沼本家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２７年度】 

外国人旅行者等を対象としたインバウンド動向調査（５/１２） 

平成２６年度に実施した外国人旅行者等を対象として

嗜好や周遊動向等を調査した「インバウンド調査」の調

査結果を報告するとともに、更なる増加が見込まれる訪

日外国人旅行者の千葉県への誘客促進に向けた取組につ

いてセミナーを実施した。 

 

 

 

セミナーの様子 パネルディスカッションの様子 

村山氏による基調講演 会員の取組事例の紹介（イオン㈱） 

セミナーの様子 
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【平成２８年度】 

  今しか聞けないインバウンド（１１/９） 

国内旅行需要が減少する中、如何にインバウンドを取り込んでいくかが観光による地域経

済活動を活性化するうえで重要な鍵となることから、インバウンドの意義や経済効果等につ

いて、会員等の理解をより一層高めることを目的にセミナーを開催した。 

 
[プログラム] 

① 基調講演Ⅰ「基礎からわかるインバウンド観光」            

講師 早川 康一氏（千葉インバウンド促進協議会会長、 

マロウドインターナショナルホテル成田取締役総支配人） 

② 基調講演Ⅱ「高山市の海外戦略への挑戦」 

講師 田中 明氏（高山市ブランド・海外戦略部長） 

③ パネルディスカッション 「本気で取組むインバウンド」 

モデレーター 小松 孝之氏（成田空港活用協議会経済活性化部会長、 

㈱ちばぎん総合研究所調査部部長） 

パネリスト  鈴木 健史氏（㈱鴨川グランドホテル代表取締役） 

朴  恩子氏(㈱ＰＥＪ代表取締役) 

早川 康一氏  田中 明氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基調講演Ⅱの様子 パネルディスカッションの様子 
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【平成２９年度】 

（１）第２回（2020 年東京オリ・パラに向けてインバウンド観光のレガシーをつくろう！～

千葉県のインバウンドの対応力向上に向けた調査結果報告～）（５/２６） 

平成２８年度に実施した千葉県内の事業者を

対象としたインバウンドへの対応状況の調査結

果の概要を説明し、“ちば”ならではの魅力づく

り、徹底したマーケティングの実施、“ちば”なら

ではのおもてなしの提供及び広域連携と二次交

通への対応等について提言した。 

 

 

 

（２）第３回（インバウンド需要をいかに千葉県経済活性化につなげるか）（１１/２７） 

日本遺産審査委員や東京 2020 有識者懇談会

委員等の様々な国の委員を務めており、インバ

ウンド観光振興に知見のあるデービッド・アト

キンソン氏を招いて特別講演を行った。 

 

 

 

 

 

 

  

講演する関部長（ちばぎん総合研究所） 

講演するデービッド・アトキンソン氏 
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● 成田空港発の県内企業ビジネスの創出 

１ 県企業誘致セミナーとの連携事業 

千葉県主催の企業誘致セミナーにおいて、協議会及び会員市町村内に所在する工業団地等の

ＰＲを行った。 

   

  【平成２５年度】 

  千葉県主催の企業誘致セミナーでのＰＲ（１０/１８） 

   セミナーに併せて、会員市町８団体の工業団地、会員企業５社のＰＲを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会員パンフレット パンフレットを手にとるセミナー参加者 
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２ 成田空港からの二次交通等に関する研究会（再掲） 

   平成２８年度は千葉県旅館ホテル組合等４団体から「成田空港と外房地区を結ぶバス路線」

について提案を受け、提案団体・地元自治体等の関係者を中心に研究会を設置し、地元の受入

体制等の現状・方向性等問題意識を共有し、二次交通等の可能性を検討した。 

   平成２９年度は前年度の検討結果から、インバウンド誘客によるチャーターバスの運行を見

据え、数多くのインバウンドを手掛ける国内最大のランドオペレーターであるＪＴＢグローバ

ルマーケティング＆トラベルと意見交換会を実施し、地元の受入体制やランドオペレーターが

求めているメニューなどについて意見交換した。 

 

【平成２８年度】 

  （１）第１回（ワークショップ①）（５/２６） 

小松経済活性化部会長が座長となり、提案会員、

会員自治体、地元観光協会と地元の受け入れ体制

について検討した。 

 

 

 

 

 

 

  （２）第２回（ワークショップ②）（１１/２４） 

観光の現状・課題、県高速バス実証実験の分析及びバス運行シミュレーション結果につい

て確認し、運行実現のための課題と取組方向を検討した。 

 

  （３）第３回（ランドオペレーターとの意見交換会）（１２/２０） 

    検討結果を受け、インバウンド誘致によるチャーターバスの運行などを見据え、鴨川・ 

勝浦からランドオペレーターへのプレゼン及びインバウンド誘致に向けた意見交換を行っ

た。 

 

  （４）第４回（ランドオペレーターの鴨川市・勝浦市現地視察）（２/２４,２５） 

    ランドオペレーターを鴨川市・勝浦市に招き、現地視察を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鴨川ユニバースホテル会議室での意見交換会 キュステでのひなまつり見学風景 

第 1回ワークショップの様子 
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  （５）第５回（ワークショップ③）（３/１７） 

運行実現のための課題と取組方向とインバウンド

受入体制づくりを検討した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

【平成２９年度】 

（１）ＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベルとの意見交換会 

国内最大のランドオペレーターであるＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベルと 

意見交換会を実施し、インバウンド誘致の可能性を検討した。 

 

 
 

（２）ランドオペレーターの鴨川市・勝浦市現地視察（１２/１１～１２） 

ランドオペレーターを鴨川市・勝浦市に招き、現地視察を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第 3回ワークショップの様子 

意見交換会の様子 プレゼンの様子 

亀田鴨川市長との意見交換の様子 鴨川シーワールドの視察の様子 
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（３）二次交通研究会のまとめ（３/１４） 

１２月に実施した国内最大手ランドオペレーターであるＪＴＢグローバルマーケティン

グ＆トラベルを招請したファムトリップについての成果のほか、千葉県で実施する訪日団体

旅行客向けバスツアー支援事業について意見交換を行った。 

研究会を通して、二次交通には、まず地域を知ってもらい多くの人々に来てもらうことが

優先であり、今後は二次交通、三次交通に繋げていくため、地元が中心となってこれまで以

上に地元の魅力づくり・知名度アップを図っていくこととなった。 

 

  

二次交通研究会まとめの様子 
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 ３ 成田空港と圏央道を活用した地域開発プロジェクト研究会 

   成田空港や圏央道の整備の進展により、千葉県のポテンシャルは飛躍的に高まっており、 

その効果を千葉県経済の活性化につなげていくことがこれまで以上に重要になってきている。 

そうしたなか、産業振興と雇用創出に向けた地域開発プロジェクトがどのように構想・実現

されるのかを地元自治体、経済団体及び金融機関等とともに学ぶ機会として、県内商工会議所

６団体（千葉、木更津、茂原、八街、東金、市原）との共催により、３回にわたって「成田空

港と圏央道を活用した地域開発プロジェクト研究会」を開催した。 

 

【平成２８年度】 

  （１）第１回「圏央道エリアの課題と認識の共有」（１/２５） 

地域開発を数多く手掛けるデベロッパーである株式会社フジタから「圏央道エリアの課題

と認識の共有」をテーマに、圏央道沿線地域の現状や地域活性化への取組みの具体策につい

て話を伺った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）第２回「圏央道周辺の工業系土地区画整理事業の現地視察」（２/８） 

土地区画整理事業の実施に至るまでの検討経緯や課題及びその効果について学ぶため、伊

勢原市の方から土地区画整理事業の目的や現況及び工事の手法などについてご説明いただ

くとともに、高速道路の結節点に近接する工業系の区画整理事業を視察した。 

 

 内 容： 

① 神奈川県伊勢原市の伊勢原市東部第二土地区画整理事業の現地視察、 

事業概要説明、組合及び業務代行者との意見交換 

② 伊勢原市担当部署（都市部新産業拠点整備課）との意見交換 

土地区画整理事業立上げの背景、経緯・事業立上げの具体的なポイント 等 

東金商工会議所による主催者挨拶 研究会の様子 
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  （３）第３回「圏央道エリアにおける開発事業推進手法等について」（３/２１） 

圏央道エリアにおける開発事業推進手法等について民間デベロッパーから課題と考察を

伺った。 

内 容：開発手法、各行政の役割、・都市計画上の位置づけ、農政協議、県との連携、 

事業立上げに向けた留意点、課題と対応策、事業化フロー、行程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

現地の事業の説明 区画整理事業の様子 

民間デベロッパーによる説明 会場の様子 
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４ 県内経済活性化ビジネスセミナー（一部再掲） 

  平成２５年度は企業等の会議や研修旅行、国際会議や見本市などのビジネスイベントの総称

である“ＭＩＣＥ”について、その意義や経済効果を理解していただくために、会員等を対象

としたビジネスセミナーを開催した。 

また、成田空港国内線の利用動向等に係る調査報告に加え、圏央道を活用した沿線自治体の

ビジネス支援事例も併せて紹介し、会員自らの事業活動の一助とするためのビジネスセミナー

を開催した。 

平成２６年度は「外国人旅行者向け消費税免税制度」の改正を受け、ショッピングツーリズ

ムの視点から外国人旅行者をおもてなしすることが、会員の新たなビジネス機会の創出や県内

地域の魅力づくりに役立つとの観点から、その経済効果等を分かりやすく理解していただくた

めのビジネスセミナーを開催した。 

平成２７年度は平成２６年度に実施した外国人旅行者等を対象として嗜好や周遊動向等を

調査した「インバウンド調査」の調査結果を報告するとともに、更なる増加が見込まれる訪日

外国人旅行者の千葉県への誘客促進に向けた取組について、「外国人旅行者等を対象としたイ

ンバウンド動向調査～調査結果の概要と課題・取組方向～」と題したセミナーを実施した。 

また、平成２７年６月７日に圏央道の神崎ＩＣ－大栄ＪＣＴ間が開通し、北関東・東北から

成田空港・千葉県へのアクセス、利便性が向上した。これを契機として圏央道の意義・効果や

未開通区間（大栄ＪＣＴ－松尾横芝ＩＣ）の早期整備の必要性について考える機会として、『ぐ

っと近く！もっと気軽に！より便利に！～圏央道とつながる成田空港～』と題してセミナーを

実施した。時間短縮効果等を体感するためのバスツアーも併せて実施した。 

平成２８年度は平成２７年度に実施した成田空港圏（千葉県、東京都、神奈川県、埼玉県、

茨城県）の物流業界の現状について調査した「成田空港圏における物流動向調査」の調査結果

について、会員のビジネスチャンスや企業誘致につなげるため、「成田空港圏における物流動

向調査～物流ポテンシャルの活用による千葉県経済の活性化に向けて～」と題したセミナーを

実施した。 

  また、国内旅行需要が減少する中、如何にインバウンドを取り込んでいくかが観光による地

域経済活動を活性化するうえで重要な鍵となることから、インバウンドの意義や経済効果等に

ついて、会員等の理解をより一層高めることを目的にセミナーを開催するとともに、あわせて、

交流会を開催し、講演者と会員等の相互交流を図った。 

 平成２９年度は千葉県・成田空港と東北・北関東が圏央道でつながる意義・効果をどのよう

に取り込んでいくか、また、未開通区間（大栄ＪＣＴ－松尾横芝ＩＣ）の早期整備の必要性に

ついて考えるセミナーを開催した。また、セミナーに併せて、圏央道大栄ＪＣＴ－幸手ＩＣ間

を実際に利用し、成田空港と北関東が圏央道でつながる意義・効果を体感するとともに、幸手

中央地区産業団地を視察するバスツアーを実施した。 

また、平成２８年度に実施した「千葉県のインバウンドの対応力向上に向けた調査」の調査

結果の報告を行った。 

さらに、臨時総会に併せてインバウンド観光振興に知見のあるデービッド・アトキンソン氏

による特別講演を実施した。 
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【平成２５年度】 

（１）成田空港国内線の利用状況と国内線を利用する来県者の動向・空港と圏央道の活用事例 

（２/３） 

バスにて圏央道を利用して茂原市役所へ移動した後、成田空港国内線利用動向等に係る調

査の報告に加え、成田空港及び圏央道の活用によるビジネス創出をテーマとして、進出企業

や自治体の実際の事例紹介を併せて実施した。 

 
[プログラム] 
① 成田空港国内線の利用状況と国内線を利用する来県者動向に係る調査報告 

講師 小松 孝之（協議会経済活性化部会長/㈱ちばぎん総合研究所受託調査部長） 
② 空港と圏央道の活用事例紹介 

ア「茂原市の取り組みと今後の成田空港への期待」 
講演者 西ヶ谷 正士氏（茂原市経済環境部商工観光課長） 

イ「茂原市のもつポテンシャル」 
講演者 引場 正行氏（㈱ジャパンディスプレイ 茂原工場長） 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）ＭＩＣＥとその魅力（基礎編）（２/１０） 

    成田空港を擁するＭＩＣＥ開催地として、海外のＭＩＣＥ専門家から見たちばの魅力や、

世界のＭＩＣＥ誘致動向に関する基調講演とＭＩＣＥが大きなビジネスチャンスを秘めて

いることについて誘致推進側、経済効果を享受する側、主催者側などそれぞれの立場による

パネルディスカッションの２部構成で実施。 

 

 
  

挨拶する石井会長 田中茂原市長のご挨拶 
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 [プログラム] 
①  基調講演「ＭＩＣＥの効果・千葉の魅力」 

講師 レイ・コプチンスキー氏（ＭＤＲＴ会議サービス部長、ＰＣＭＡ次期会長、 

ちば国際コンベンションビューロー 千葉ＭＩＣＥアンバサダー） 

② パネルディスカッション「ＭＩＣＥをチャンスに」 

モデレーター 田部井 正次郎氏（元国際会議事務局取締役、元国際コンベンション  

システム開発調査委員会委員長） 

パネリスト  内田 浩行氏（観光庁参事官） 

葛  丈夫氏（ちば国際コンベンションビューローＭＩＣＥ事業部長） 

早川 康一氏（千葉インバウンド促進協議会会長） 

レイ・コプチンスキー氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２６年度】 

   ショッピングツーリズムの魅力とその新たな可能性（１０/１４） 

  「ショッピングツーリズムの魅力とその新たな可能性」をテーマとして、専門家による基

調講演、会員による取組事例紹介を実施 

 
[プログラム] 
①「国のインバウンド政策等について」 

  講師 半田 雅則氏（国土交通省関東運輸局企画観光部国際観光課長） 
②基調講演「ショッピングツーリズムの魅力とインバウンドへの効果」 

  講師 村山 慶輔氏（㈱やまとごころ 代表取締役） 
③会員企業による取組事例の紹介  イオン㈱、㈱飯沼本家 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コプチンスキー氏による基調講演 パネルディスカッション 

村山氏による基調講演 会員の取組事例の紹介（イオン㈱） 
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【平成２７年度】 

（１）第 1回（外国人旅行者等を対象としたインバウンド動向調査～調査結果の概要と課題・

取組方向～）（５/１２） 

平成２６年度に実施した外国人旅行者等を対象

として嗜好や周遊動向等を調査した「インバウン

ド調査」の調査結果を報告するとともに、更なる

増加が見込まれる訪日外国人旅行者の千葉県への

誘客促進に向けた取組についてセミナーを実施し

た。 

 

 

 

 

  （２）第２回（ぐっと近く！もっと気軽に！より便利に！～圏央道とつながる成田空港～） 

     （６/３０） 

第１部として国土交通省関東地方整備局道路部道路企画官の鹿角氏から「圏央道と北千葉

道路の整備の展望と活用について」と題した講演が行われ、圏央道の持つ様々な機能や整備

状況について語られるとともに、開通直後に現れた効果など最新情報を紹介した。 

第２部として、茨城県企画部地域計画課長前田氏、㈱常陽産業研究所地域研究部担当部長

海老原氏から「いばらきから見た圏央道開通のインパクト」と題した講演を行った。 

同時開催したバスツアーでは、平成２７年４月に神崎ＩＣ付近にオープンした道の駅「発

酵の里こうざき」と下総ＩＣ付近にある成田ゆめ牧場（会員施設）を視察し、圏央道開通に

伴う変化についての実感を伺った。 

 

[プログラム] 
①「圏央道と北千葉道路の整備の展望と活用について」 

講師 鹿角 豊氏（国土交通省関東地方整備局道路部 道路企画官） 

 ②「いばらきから見た圏央道開通のインパクト」 

講師 前田 優氏（茨城県企画部地域計画課 課長） 

海老原 健氏（㈱常陽産業研究所地域研究部 担当部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
石井会長による冒頭挨拶 

セミナーの様子 

茨城県 前田課長による講演 
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【平成２８年度】 

  （１）第１回（成田空港圏における物流動向調査～物流ポテンシャルの活用による千葉県経済

の活性化に向けて～）（５/１６） 

平成２７年度に実施した成田空港圏における物流動向の調査結果を報告するとともに、

成田空港の機能の拡充の推進、圏央道及び幹線道路の整備推進、既存産業の活性化及びオ

ール千葉県での企業誘致活動の推進の重要性を伝えた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  （２）第２回（今しか聞けないインバウンド）（１１/９） 

国内旅行需要が減少する中、如何にインバウンドを取り込んでいくかが観光による地域経

済活動を活性化するうえで重要な鍵となることから、インバウンドの意義や経済効果等につ

いて、会員等の理解をより一層高めることを目的にセミナーを開催した。 

 
 
[プログラム] 

① 基調講演Ⅰ「基礎からわかるインバウンド観光」            

講師 早川 康一氏（千葉インバウンド促進協議会会長、 

マロウドインターナショナルホテル成田取締役総支配人） 

② 基調講演Ⅱ「高山市の海外戦略への挑戦」 

講師 田中 明氏（高山市ブランド・海外戦略部長） 

③ パネルディスカッション 「本気で取組むインバウンド」 

モデレーター 小松 孝之氏（成田空港活用協議会経済活性化部会長、 

㈱ちばぎん総合研究所調査部部長） 

パネリスト  鈴木 健史氏（㈱鴨川グランドホテル代表取締役） 

朴  恩子氏(㈱ＰＥＪ代表取締役) 

早川 康一氏  田中 明氏 

セミナーの様子 講演する関部長（ちばぎん総合研究所） 
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【平成２９年度】 

  （１）第１回（圏央道開通で６つの高速道路と結ばれる成田空港）（４/１８） 

平成２９年２月２６日に圏央道境古河ＩＣ―つくば中央ＩＣ間が開通したことを受け、千

葉県・成田空港と東北・北関東が圏央道でつながる意義・効果をどのように取り込んでいく

か、また、未開通区間（大栄ＪＣＴ－松尾横芝ＩＣ）の早期整備の必要性について考える機

会として、セミナーを開催した。 
併せて、圏央道大栄ＪＣＴ－幸手ＩＣ間を実際に利用し、成田空港と北関東が圏央道でつ

ながる意義・効果を体感するとともに、幸手中央地区産業団地を視察するバスツアーを実施

した。 

 
[プログラム] 

ア セミナー 

①「インフラ整備を取り巻く状況と道路整備」 

       講師 鈴木 通仁氏（国土交通省関東地方整備局道路部 道路企画官） 

②「圏央道の開通の意義と期待」 

講師 手島 秀明氏（幸手市政策調整課 課長） 

③「圏央道の整備効果と成田空港をにらんだ物流戦略について」 

       講師 竹林 桂太朗氏（大和ハウス工業㈱ 事業部長） 

イ 圏央道体感ツアー 

      「成田空港と圏央道整備による千葉県の発展方向と課題」 

講師 小松 孝之氏（協議会経済活性化部会長/㈱ちばぎん総合研究所調査部部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中部長の基調講演 パネルディスカッション 

水野参与（ちばぎん総合研究所取締役社長） 

による主催者挨拶 

圏央道体感ツアーで講演する小松部会長

（ちばぎん総合研究所調査部部長） 
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（２）第２回（2020 年東京オリ・パラに向けてインバウンド観光のレガシーをつくろう！～

千葉県のインバウンドの対応力向上に向けた調査結果報告～）（５/２６） 

平成２８年度に実施した千葉県内の事業者を

対象としたインバウンドへの対応状況の調査結

果の概要を説明し、“ちば”ならではの魅力づく

り、徹底したマーケティングの実施、“ちば”なら

ではのおもてなしの提供及び広域連携と二次交

通への対応等について提言した。 

 

 

 

（３）第３回（インバウンド需要をいかに千葉県経済活性化につなげるか）（１１/２７） 

日本遺産審査委員や東京 2020 有識者懇談会委

員等の様々な国の委員を務めており、インバウン

ド観光振興に知見のあるデービッド・アトキンソ

ン氏を招いて特別講演を行った。 

 

 

 

 

  

講演する関部長（ちばぎん総合研究所） 

講演するデービッド・アトキンソン氏 
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５ マーケットリサーチ 

   平成２５年度は千葉県内の観光・産業振興に活用する基礎資料とするため、成田空港の国

内線の利用動向や国内線を利用した千葉県への来訪状況、成田空港のアクセス利用状況など

についてインターネット調査を通じて実施した。 

平成２６年度は成田空港からの外国人旅行者の県内への誘客促進に向け、外国人旅行者の 

嗜好及び県内周遊動向等を把握するため、千葉県における外国人旅行者の嗜好及び県内周遊

動向等に関する調査を実施した。 

平成２７年度は成田空港圏（千葉県、東京都、神奈川県、埼玉県及び茨城県）における物

流業界の現状について、圏内の経営者のビジネスマインドの変化や今後の物流マーケットの

方向性などを明らかにし、将来の物流業界のビジネスチャンスを考える基礎データとするた

めに統計分析やアンケート等を実施した。 

平成２８年度は平成２６年度に実施したインバウンド動向調査の後継調査として、当協議

会会員及び千葉県内企業のインバウンドに対する期待と対応状況を明らかにするなかで、各

主体（企業・団体・自治体）が今後取り組むべきことを「見える化」するため、統計分析や

アンケート等を実施した。 

平成２９年度は平成２５年度に実施した国内線利用動向調査をフォローアップするため、

同様の調査を実施し、経年変化を把握した。また、県内宿泊施設を利用する外国人の日本滞

在中の動向を探るため、インバウンド周遊動向調査を実施した。 

 

【平成２５年度】 

  成田空港国内線の利用状況と国内線を利用する来県者動向に係る調査 

   成田空港の国内線の利用動向や国内線を利用した千葉県への来訪状況、成田空港のアクセス

利用状況などについてインターネット調査を通じて実施し、千葉県内の観光・産業振興や協議

会事業に活用する基礎資料とした。 

 
【平成２６年度】 
千葉県における外国人旅行者の嗜好及び県内周遊動向等に関する調査 

県内宿泊施設・観光施設を利用する外国人旅行者及び

これらの県内施設を対象に、インバウンド及び県内観光

に係るアンケート調査を実施した。 

また、アンケート調査を補完するものとして、チーバく

ん大使※へのヒアリング調査を併せて実施した。 
  ※千葉県が県内在住の外国人の方を任命し、個人のブログや

Facebook 等を通じて、千葉県の魅力をそれぞれの母国語で発信

していただく取り組み 

 

 

 

 

 

チーバくん大使へのヒアリングの様子 
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【平成２７年度】 

  成田空港圏における物流動向調査 

物流業界における近年の状況の変化を客観的に分析する統計分析調査と、近年の状況におけ

る企業の意思を確認することでビジネスマインドの変化を捉えようとする企業アンケート調

査を行うことで、将来の物流業界のビジネスチャンスを考える基礎データとした。また、会員

自治体に対して、企業誘致の取組等を調査することで、企業側の事業所の移転・拡大等のニー

ズに対する自治体の意識・制度を確認した。 

 
【平成２８年度】 

  千葉県のインバウンドの対応力向上に向けた調査 

   各主体（企業・団体・自治体）のインバウンドの受入状況や対応状況を確認するアンケート

調査と、インバウンド関連事業や対応に先進的に取り組んでいる自治体等の調査を行うことで、

各主体が今後取り組むべきことを「見える化」を行い、千葉県のインバウンドの対応力向上に

向けて、必要な取り組みについて提言した。 

 

【平成２９年度】 

  （１）成田空港国内線の利用状況と国内線を利用する来県者動向に係る調査 

   平成２５年度に実施した「成田空港国内線の利用状況と国内線を利用する来県者動向に係る

調査」について、経年変化の状況を把握するため、同様の調査を行った。 

成田空港活用協議会の取り組みの成果を検証するとともに、成田空港活用協議会の会員が千

葉県内の観光・産業振興の取り組みに幅広く活用するための基礎資料として会員へ情報提供を

行った。 

 

  （２）インバウンド周遊動向調査 

県内宿泊施設を利用する外国人旅行者を対象に、日本に到着してから出国するまでの動向に

関するアンケート調査を実施し、会員企業・団体のインバウンド誘致施策にかかる資料とした。 
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● ナリタファンの拡大 

１ ナリタファンの拡大に向けた取組 

平成２５年度は成田空港の利用者に対して、千葉の素材を活かしたスイーツのＰＲを通じて、

食の宝庫である“ちばの魅力”や地域関連情報を発信することを目的に、成田空港第１ターミ

ナル南ウイング４Ｆ国際線出発ロビーでスイーツＰＲ・無料試食イベントを実施した。 

平成２７年度は北関東プロモーションと連動して、つくば市周辺の親子を対象に、圏央道の

開通によりつくばから近くなった成田空港及びその周辺に親しむことにより、成田空港を身近

に感じ、「ナリタファン」になっていただくため、通常では立ち入ることができないランプコン

トロールタワーや周辺の観光施設などを見学するバスツアーを実施した。 

平成２８年度は成田空港をより身近な存在として認識し、親しみを持つ“ナリタファン”の

拡大に向けて、学校生活の中でも大きな思い出となる社会科見学の増加を図るため、教職員向

けのモニターツアーを実施するとともに、県内各地からの親子見学バスツアーを実施した。 

平成２９年度は協議会の会員向けに成田空港の現状を知っていただく空港見学バスツアー

を実施するとともに、一昨年、昨年と好評であった親子見学バスツアーを実施した。 

 

 

【平成２５年度】 

Chiba Sweets Collection in Narita Airport（３/２９） 

  会員自治体の特産食材等を使用した２４種類のスイーツの試食、ディスプレイコーナーで

の地域観光情報の発信などを行い、様々な国籍の出発旅客、近隣地域の方々、空港従業員な

ど１，６００人が来場した。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

イベントの賑わい 出展ブースの様子 
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【平成２７年度】 

つくば市周辺の親子を対象とした成田空港親子見学バスツアー（１１/２８） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【平成２８年度】 

  （１）教職員モニターツアー（８/３,５） 

社会科見学の増加を図るため、教職員向けのモニターツアーを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２）千葉県内の親子を対象とした成田空港親子見学バスツアー 

（１０/２２,３０,１１/１２,２６） 

県内各地からの成田空港親子見学バスツアーを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空港職員による施設の説明 房総のむらによる体験メニューなどの説明 

ランプコントロールタワー見学の様子 航空科学博物館では、職員の方の 

説明でボーイング７４７等を見学 

航空科学博物館では機内食風ランチを体験 ランプコントロールタワー見学の様子 
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【平成２９年度】 

  （１）千葉県内の親子を対象とした成田空港親子見学バスツアー（１０/２２,２９） 

昨年度に引き続き、成田空港親子見学バスツアーを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）会員向け成田空港見学バスツアー（１０/２５,１１/８） 

会員向けに成田空港の過去から現在までを知っていただくバスツアーを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

航空科学博物館の見学の様子 整備士の方から説明を受ける様子 

空港の現状について説明する福島マネージャー 

（成田国際空港(株)） 

空港周辺の今後の展望を説明する小松経済活性

化部会長（ちばぎん総合研究所調査部部長） 
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 ２ ナリタファンの拡大に向けた学生連携事業（一部再掲） 

   平成２６年度は成田空港に関心をもつ学生を公募のうえ選定し、次世代を担う若者の目線か

ら、「成田空港のイメージ向上・利用促進」など、身近な人を成田空港のファンにする斬新な

アイデアを募集し、次年度以降の事業化を検討した。 

公募した学生は５チームに分かれ、会員事業者にも協力いただきながらフィールドワークや

チームミーティング等を通じて生み出されたアイデアを成田空港内で開催した「学生アイデア

コンテスト～NRT Challenge ２０１５～」の場で発表した。 

 平成２７年度は前年度の学生連携事業で生み出された最優秀アイデア『女子旅で！学生に成

田ブームを巻き起こせ！！』を学生の主導的な参画のもとで事業化。若者目線でのガイドブッ

クの制作、コミュニケーションツール（ＳＮＳ）の活用、これらを全面的に用いた就航先プロ

モーションを学生自らが行うことにより、成田空港の利用促進を図るとともに県内の新たな魅

力を発掘し、多数のメディア露出を図ることで、ＬＣＣを使った旅行需要の喚起を行った。 

 
【平成２６年度】 

  学生アイデアコンテストの実施（３/１６） 

   成田空港第２旅客ターミナル出発ロビーで「学生アイデアコンテスト～NRT Challenge   

２０１５～」を開催し、会員事業者とのフィールドワーク等を通じて生み出された学生チーム

のアイデアについてプレゼンテーションを公開形式で行い、「最優秀賞」、「審査員特別賞」、

「審査員奨励賞」を授与した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【平成２７年度】（再掲） 

  （１）全体ミーティング及びＬＣＣとの意見交換会の実施（９/３） 

    事業に参加する学生が「ガイドブックチーム」、「プロモーションチーム」に分かれ企画を

検討し、それぞれの進捗報告やＳＮＳ展開についての意見交換を実施。協議会会員である国

内ＬＣＣ３社（ジェットスター・ジャパン㈱、春秋航空日本㈱、バニラ・エア㈱）のプロモ

ーション担当者をゲストに学生との意見交換会を実施した。 

 

 

 

学生アイデアコンテスト 最優秀チーム(grin チーム） 
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（２）ＳＮＳ展開（９/１１～） 

    Facebook ページを開設し、企画の説明、ＬＣＣの説明、千葉県内おすすめスポット情報、

女子旅情報などを紹介。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「千葉で女子旅×成田ＬＣＣ」の制作（１２/１１） 

旅行に行くのに踏み切れない女子を「つぼみ女子」と名付け、「つぼみ女子」が旅行に行く

ことでひと花咲かせるまでを案内。サポートブックでは「つぼみ女子の紹介」から「タイプ

別おすすめ旅」、「Wish List」などを紹介するほか、ＬＣＣ紹介ページではＬＣＣを知っても

らい、予約から搭乗までをサポート。千葉県紹介ページでは学生目線で選出したスポット７

か所を紹介。各道県のご協力により、北海道、香川、愛媛、佐賀、大分、熊本の大学等に設

置（約８，０００部）、成田国際空港㈱などが実施する就航先プロモーションで配布を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体ミーティング及びＬＣＣとの意見交換会の様子 

Facebook ページ 

千葉県体験紹介ページ（佐原） 表紙 

ロゴ 
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広島空旅！２０１６ステージイベント 

意見交換会の様子 チ・カ・ホでのプロモーションの様子 

意見交換会の様子 

  （４）知事表敬訪問（１/１３） 

石井会長とともに、学生７名が、広島及び札幌のプロモーションに先立って、森田知事を

表敬訪問した。知事からは、「感受性の強いみなさんが、千葉県の魅力をどんどん発信してほ

しい」との激励の言葉をいただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）広島におけるプロモーション活動（１/２２～２４） 

広島県学生との意見交換会を実施するとともに、『広島空旅！２０１６』において、サポー

トブックの配布活動やステージイベントへ参加した。また、広島県内大学において、タダコ

ピ（大学内設置の無料コピー機でコピー用紙の裏面を広告利用できるサービス）を使ったＰ

Ｒや「千葉で女子旅×成田ＬＣＣ」サポートブックの設置を行った。併せて、広島の女子学

生が紹介する広島女子旅企画を実施し、Facebook で紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （６）札幌におけるプロモーション活動（２/２０～２１） 

札幌の大学生、会員エアライン２社（ジェットスター・ジャパン㈱、バニラ・エア㈱）と

の意見交換会を実施。札幌駅前通地下広場『チ・カ・ホ』イベントスペースでのプロモーシ

ョン活動を実施。札幌女子学生が紹介する札幌女子旅企画を実施し、Facebook で紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知事が直接学生を激励 集合写真 
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成田空港第３旅客ターミナルビル 鋸山 

ロケ風景 

ツアーの様子 

 

（７）千葉県モニターツアーの開催（３/２１～２２） 
広島県の学生を千葉県に招待し、千葉県内のおすす

めスポットを実際に体験してもらい、モニターツアー

の様子をフジテレビ「千葉の贈り物」で発信した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （８）女子旅×成田ＬＣＣモニターツアーを実施（３/２７～２９） 
札幌テレビ「ジョシスタ あいく的」番組の招待、また、福岡、松山、広島からＳＮＳでの

情報発信力のある女子３名を招待し、女子旅×成田ＬＣＣモニターツアーを実施した。 
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● ＯＵＲ ＡＩＲＰＯＲＴとしての利用促進 

 １ 北関東エリアにおける成田空港利用促進等プロモーション（一部再掲） 

   平成２７年６月７日の圏央道神崎ＩＣ－大栄ＪＣＴ間の開通及び平成２９年２月２６日の

圏央道つくば中央ＩＣ－境古河ＩＣ間の開通により、成田空港へのアクセスが飛躍的に向上し、

多くの利用客が見込める北関東方面をターゲットにして、会員や就航先と連携したＰＲ・情報

発信を展開し、成田空港の利用促進を図った。 

 

【平成２６年度】 

（１）大学祭パンフレットへの利用促進広告ジャック（１１/１～２４） 

  成田空港と首都圏のアクセス向上が期待される圏央道沿道にある国公立大学の大学祭パ

ンフレット（計３０，７００部）に、ＳＮＳ拡散を意識した利用促進ＰＲ広告を出稿した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
（２）ハイウェイウォーカーへの記事広告掲載（３/２０） 

  圏央道の神崎ＩＣ―大栄ＪＣＴ間の開通によって、東北・北関東方面からの自動車アクセ

スが飛躍的に向上する成田空港の利便性を広くＰＲするため、同地域のＰＡ/ＳＡで無料配

布され、訴求効果が高いＰＲ媒体であるハイウェイウォーカーに記事広告を掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表紙（4月号） 広告掲載ページ 

大学祭パンフレット掲載広告 圏央道沿道国公立４大学 大学祭のパンフレット 
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【平成２７年度】 

  （１）茨城県、群馬県のイオンシネマにおける成田空港ＣＭの放映（９/５～） 

北関東の方に対して圏央道延伸により、「より近く！よ

り便利に！」なった成田空港をアピールするため、映画上

映直前のＣＭ放送を実施した。 

 

 

 

 

 

  （２）宇都宮地域における共同ＰＲイベントの実施（９/２１） 

高速バスによる成田空港へのアクセスが、圏央道開通によるルート変更に伴い大幅に所要

時間が短縮された栃木県宇都宮市において、成田国際空港㈱と共同で成田空港やＬＣＣでの

気軽な旅行をＰＲした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  （３）筑波大学の大学祭パンフレットへの広告掲載（１１/６～８） 

２６年度に引き続き筑波大学の大学祭（雙峰祭） 

のパンフレットに、若年層の旅行需要喚起を狙った 

広告を掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベントの様子 
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（４）つくば市におけるプロモーションイベント（１１/７,８） 

つくば市のショッピングモール「イーアスつくば」で、会員や就航先などが参加し、特設

ブースでＰＲイベントを行った。協議会副会長である小泉一成成田市長と斉田正己成田国際

空港㈱代表取締役副社長によるトークセッションに、森田健作千葉県知事と歌手の森口博子

さんも応援に駆け付け、圏央道がつながり、つくばからのアクセスが向上した成田空港や千

葉県などの魅力をＰＲした。特設ブースでは、協議会会員企業や国内線就航先団体がパネル・

ポスターの展示やグッズ・チラシの配布などを行い、成田空港の利便性や成田空港へのアク

セス、成田空港周辺や国内線就航先の魅力をＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （５）つくば市周辺の親子を対象とした成田空港親子見学バスツアー（再掲）（１１/２８） 

つくば市周辺の親子を対象に、圏央道の開通によりつくばから近くなった成田空港及びそ

の周辺に親しむことにより、成田空港を身近に感じ、「ナリタファン」になっていただくため、

通常では立ち入ることができないランプコントロールタワーや周辺の観光施設などを見学

するバスツアーを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２８年度】 

  （１）「国際フェスティバル世界市」におけるプロモーション（１０/８,９） 

パンフレットへのＰＲ広告での協賛及び成田国際空港㈱と連携したイベントプロモーシ

ョンを実施した。 

トークセッションの様子 応援に駆け付けた森田知事と森口さん 

航空科学博物館では機内食風ランチを体験 ランプコントロールタワー見学の様子 
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  （２）栃木県、佐野ＳＡでのプロモーション（３/１１,１２） 
千葉県、千葉県観光物産協会と連携し、圏央道開通により成田空港へのアクセス利便性が

向上した栃木エリアでのＰＲを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （３）ハイウェイウォーカーへのタイアップ記事掲載（３/２０～） 

圏央道の境古河ＩＣ～つくば中央ＩＣ間の開通によって、

東北・北関東方面からの自動車アクセスが飛躍的に向上する

成田空港の利便性を広くＰＲするため、ハイウェイウォーカ

ーへのタイアップ記事を掲載し、高速道路利用者に対し、圏

央道の開通でアクセス利便性が向上した成田空港の持つ豊富

なネットワークや成田空港内の施設をＰＲした。 

 

 

 

 

 
 
 
 

プロモーションの様子 

イベントの様子 イベントの様子 

広告掲載ページ 
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【平成２９年度】 

  北関東エリア（群馬）におけるプロモーション（７/１） 

    千葉県と連携し、会員のＰＲチラシ等の配布やステージイベントにより成田空港へのアク

セス利便性、国内線・国際線ネットワーク、ターミナル施設、千葉県観光などを紹介した。 

 

 

  

ＰＲチラシの配布の様子 ステージイベントの様子 
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 ２ 県内・首都圏でのナリタＰＲ 

平成２５年度は成田空港の国際線に加え、近年充実している国内線ネットワークや圏央道等

の道路網の拡充を含むアクセスの利便性を首都圏の自動車ユーザーに実感してもらうことを

目的に、成田空港、Ｐａｓａｒ幕張（下り線）、酒々井プレミアム・アウトレット、海ほたるパ

ーキングエリア、三井アウトレットパーク木更津でスタンプラリーを実施した。 

平成２６年度は法務省東京入国管理局、千葉県、成田国際空港㈱の協力を得て、千葉県内の

旅券事務所等で、成田空港の利用促進に向けた情報発信を展開した。さらに、千葉県民の出入

国利便性向上のための自動化ゲート出張登録を中央旅券事務所で実施するとともに成田空港

のプロモーション活動も併せて展開した。 

また、成田空港と結ばれている愛媛県・香川県の都内アンテナショップ「せとうち旬彩館」、

広島県の「ひろしまブランドショップＴＡＵ」、大分県東京事務所内「観光情報センター」の３

施設で、会員企業の協力を得て、パンフレット設置を行い、ＰＲを実施した。 

さらに、首都圏・北関東の若年層を対象に、航空利用者増に向けて、成田空港がもつ豊富な

国際航空ネットワークやＬＣＣを利用した国内旅行（成田～就航先）を若者のライフスタイル

に組み込むための各種プロモーションを展開した。 

平成２７年度は第３旅客ターミナルのオープンや圏央道の開通など、成田空港を取り巻く新

しい環境変化を絶好のプロモーション機会と捉え、首都圏・千葉県内を対象に、豊富な国際航

空ネットワーク、ＬＣＣによる国内線やアクセス利便性などの最新トピックを踏まえた空港利

用促進キャンペーンを展開した。 

平成２８年度は前年度に引き続き、県内・首都圏において、成田空港からの豊富な国際線・

国内線ネットワーク等成田空港の利便性をＰＲした。県内、首都圏において、様々な機会を通

じ、豊富な国際線・国内線ネットワークや、アクセス利便性の向上など、進化を続ける“ナリ

タ”の魅力を発信した。 
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【平成２５年度】 

成田空港に行ってみよう！スタンプラリーキャンペーン（２/２２～３/２２） 

成田空港の航空ネットワーク・アクセス利便性がわかるＰＲ、スタンプラリー等を成田空

港、Ｐａｓａｒ幕張（下り線）、酒々井プレミアム・アウトレット、海ほたるパーキングエリ

ア、三井アウトレットパーク木更津に設置し、県内外からの施設来場者へのＰＲを実施。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【平成２６年度】 

（１）国内線就航先の都内アンテナショップ等での成田空港ＰＲ（６/１９,８/４） 

  成田空港の国内航空ネットワーク、都心―成田空港間のアクセスに関係するパンフレット

を配布した。（せとうち旬彩館、ひろしまブランドショップＴＡＵ、大分県東京事務所観光情

報センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Pasar 幕張 酒々井プレミアム・アウトレット 

海ほたるＰＡ 三井アウトレットパーク木更津 

ひろしまブランドショップＴＡＵ（銀座） せとうち旬彩館（新橋） 
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（２）県旅券事務所等における情報発信と自動化ゲート出張登録（８/３） 

  海外渡航に役立つ空港施設案内やスマートフォンアプリ等に関するパンフレットやポス

ターなどの成田空港の最新情報を中央旅券事務所（千葉市）、東葛飾旅券事務所（松戸市）、

葛南地域振興事務所（船橋市）で常時提供した。 

  法務省東京入国管理局の協力を得て、原則、日本国旅券を所持されている県内居住者を対

象に自動化ゲート出張登録を中央旅券事務所で特別実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）「国際フェスティバル世界市」におけるプロモーション（１０/１１,１２） 

  私立大学の学生団体が主催する「第６回国際フェステ

ィバル世界市」に広告協賛及び会員企業共同でのブース

出展を行った。 

 
 
 
 
 
 
（４）大学祭パンフレットへの利用促進広告ジャック（１０/３０～１１/２４） 

  成田空港と首都圏のアクセス向上が期待される圏央道沿道にある国公立大学の大学祭パ

ンフレット（計３０，７００部）に、ＳＮＳ拡散を意識した利用促進ＰＲ広告を出稿した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

自動化ゲート登録待ちの列 
成田空港利用のＰＲ 

大学祭パンフレット掲載広告 圏央道沿道国公立４大学 大学祭のパンフレット 

ブースの様子 
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（５）ＷＥＢ及びＳＮＳを活用した情報発信（１１/１０～） 

   メディア企業“ぴあ”のコラム型ＷＥＢ媒体「ウレぴあ 

総研」内に成田空港からの旅行需要喚起を図る特設サイト 

を設け、若者目線の切り口で学生や社会人に向けた記事 

発信を行うとともに、Yahoo!JAPAN などの外部ポータルサ 

イトへの転載や読者のＳＮＳ拡散により話題提供を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）県内成人式における成田空港利便性ＰＲ（１/１０～１２） 

  会員自治体・航空会社と連携し、各自治体の成人式

において、お祝いメッセージを掲載したリーフレット

を配布。国内・海外航空券など豪華賞品が抽選で当た

るプレゼント企画を実施した。 

 
 
 
 
 

 

 

【平成２７年度】 
  （１）成田空港と県内観光地を結ぶ高速バス実証運行事業連動プレゼント企画 

（８/１７～９/３０） 

千葉県が実施する成田空港と県内観光地を結ぶ高速バス

実証運行事業と連動し、期間限定高速バス「チバストーリー」

に乗車し応募した方の中から抽選で国内往復航空券や成田

空港活用協議会オリジナルＱＵＯカードをプレゼントした。 

成田空港の国内線ネットワーク訴求のチラシを車内で配

布するとともに、無料高速バスの専用ホームページからのリ

ンクで成田空港の充実したネットワークをＰＲした。 
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  （２）県庁舎内パネル展示（９/１４～３０） 

９月２０日の「空の日」にちなみ、成田空港ＰＲパ

ネルやパンフレットなどの展示を実施し成田空港の持

つ国際・国内ネットワーク、成田空港でのショッピン

グや空港での過ごし方などをＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

  （３）成田空港内パネル展示（１０/１２） 

千葉県の実施する「千葉県秋の観光キャンペーン」に合わせて、キャンペーンへの来場者、

空港利用者に対して成田空港のネットワークをＰＲするパネル展示を実施。 

 

 

  （４）県民だよりへの広告掲載（１１/５） 

発行部数２００万部の県民だよりを利用し、広く

県民に向け、国内線を中心に成田空港の持つ豊富な

ネットワークをＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

 

  （５）県旅券事務所等における情報発信と自動化ゲート出張登録（１１/２９） 

法務省東京入国管理局及び成田国際空港㈱の協力を得

て、自動化ゲートの出張登録及び成田空港の利用促進に向

けたＰＲを実施した。 

また、旅券事務所入口において成田空港のＰＲパネル 

を設置した。 

 

 

 

 

 

 

    

展示の様子 

自動化ゲート登録の様子 

掲載広告 
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（６）ＪＰタワー「ＫＩＴＴＥ」でのプロモーション活動（１１/３０） 

出張や旅行などで成田空港を利用してもらうことを目的にパンフレットの配布や抽選会

を行い、首都圏から成田空港への充実した交通アクセスや豊富な就航先についてＰＲした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  （７）東京スカイツリーでのプロモーション活動（１２/４～１０） 

沖縄県、奄美市と共同でプロモーションを実施。成田空港からＬＣＣを含め多くの航空便

が就航しており「お得に」「気軽に」出かけられることを知ってもらい、利用してもらうこと

を目的に、パネルやチラシなどでＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （８）県内成人式におけるプロモーション（１/９～１１） 

会員自治体・航空会社と連携し、各自治

体の成人式において、新成人に対するお祝

いメッセージとともに、会員航空会社の航

空券等が当たるプレゼントキャンペーン

紹介のチラシを配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

プロモーションの様子 

プロモーションの様子 

搭乗券風のチラシ 
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【平成２８年度】 

（１）千葉都市モノレールへの広告出稿（４/１～） 

県民向けに多くの人の目を引くデザインで、旅行需要

の喚起につなげるとともに、成田空港の国内・国際線ネ

ットワークをＰＲした。 

 

 

 

 

 

  （２）成田空港と県内観光地を結ぶ高速バス実証運行事業連動プレゼント企画 

    （９/１７～１０/３１） 

無料高速バスに乗車し応募した方の中から抽選で成田空港活用

協議会オリジナルＱＵＯカードをプレゼントした。 

成田空港の国内線ネットワーク訴求のチラシを作成し、車内で

配布するとともに、無料高速バスの専用ホームページからのリン

クで成田空港の充実したネットワークをＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

  （３）ＪＰタワー「ＫＩＴＴＥ」でのプロモーション活動（１２/８） 

出張や旅行などで成田空港を利用してもらうことを目的にパンフレットの配布や抽選会

を行い、首都圏から成田空港への充実した交通アクセスや豊富な就航先についてＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロモーションの様子 配布物 
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  （４）県内成人式におけるプロモーション（１/７～１０） 

会員自治体・航空会社と連携し、各自治体の成人式において、新成人に対し、お祝いメッ

セージを贈るとともに、国内線ネットワークや、会員航空会社の航空券等が当たるプレゼン

トキャンペーン紹介のチラシを配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （５）ハイウェイウォーカーへのタイアップ記事掲載（再掲）（３/２０～） 

    圏央道の境古河ＩＣ～つくば中央ＩＣ間の開通によって、東

北・北関東方面からの自動車アクセスが飛躍的に向上する成田空

港の利便性を広くＰＲするため、ハイウェイウォーカーへのタイ

アップ記事を掲載し、高速道路利用者に対し、圏央道の開通でア

クセス利便性が向上した成田空港の持つ豊富なネットワークや成

田空港内の施設をＰＲした。 

 

 

 

 

【平成２９年度】 

ＪＰタワー「ＫＩＴＴＥ」でのプロモーション活動（１２/１１） 

成田空港限定ノベルティやカレンダーなどが当たる抽選会などを行い、首都圏から成田空港

への充実した交通アクセスや豊富な航空ネットワークについてＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

広告掲載ページ 

ブースの様子 抽選会の様子 
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３ 会員向け成田空港利用促進キャンペーン 

  平成２６年度は千葉県と北海道との相互交流並びに成田空港利用促進を図るため、会員航空

会社及び旅行会社と連携して、既存の旅行商品に会員向け特別割引を付加した商品を造成した。 

平成２７年度は会員に成田空港が“ＯＵＲ ＡＩＲＰＯＲＴ”であることの認識を持ってい

ただき、積極的に利用してもらうため、昨年度に引き続き、会員航空会社及び旅行会社と連携

し、会員向け旅行商品を造成（アレンジ）し、利用した会員に対してインセンティブを提供し

た。 

平成２８年度は、昨年度に引き続き、会員向け旅行商品を造成したほか、会員旅行会社での

団体旅行の申し込み及び成田空港から発着する会員航空会社の便を個人で利用した会員に対

してもインセンティブを提供した。 

   

【平成２６年度】 

会員向け旅行商品の造成 

 成田空港⇔新千歳空港間を運航しているＬＣＣを使った既存の旅行商品を会員旅行会社及

び航空会社の協力を得て、協議会向けにアレンジし、協議会会員の利用促進を図った。 

また、北海道商工会連合会の協力を得て、“北海道おすすめ旅プラン”を作成し、北海道側と協

力したＰＲを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

成田空港発着のＬＣＣを使った会員向け旅行商品 
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【平成２７年度】 

会員向け旅行商品の造成 

北海道、四国、九州、奄美大島、沖縄に運航しているＬＣＣを使った既存の旅行商品を会員

旅行会社及び航空会社の協力を得て、協議会会員向けにアレンジし、協議会会員の利用促進を

図った。社員旅行等で利用できる団体向けの割引プランも用意した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成２８年度】 

会員向け旅行商品の造成 

北海道、四国、九州、沖縄に運航しているＬＣＣを使った

既存の旅行商品を会員旅行会社及び航空会社の協力を得て、

協議会会員向けにアレンジし、協議会会員の利用促進を図っ

た。社員旅行等で利用できる団体向けの割引プランも用意し

た。また、会員が成田空港を発着する便を利用した場合の補

助も実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成田空港発着のＬＣＣを使った会員向け旅行商品 

成田空港発着のＬＣＣを使った会員向け旅行商品 
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● 成田空港の利便性向上 

１ 首都圏中央連絡自動車道及び北千葉道路の整備推進に関する要望 

成田空港から生じる経済的な効果を県内はもとより首都圏に波及させるためには、交通網の

整備が極めて重要であり、その基幹インフラとなる首都圏中央連絡自動車道（圏央道）と北千

葉道路の一日も早い開通が不可欠であることから、整備推進等について平成２５年度は県内関

係３団体、平成２６年度以降は県内関係２団体とともに国に対して要望活動を実施した。 

 

首都圏中央連絡自動車道に関する要望【平成２５～２９年度】 

北千葉道路の整備推進に関する要望 【平成２６～２９年度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

要望活動の様子（国土交通省） 
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２ 成田空港からの二次交通等に関する研究会（再掲） 

   平成２８年度は千葉県旅館ホテル組合等４団体から「成田空港と外房地区を結ぶバス路線」

について提案を受け、提案団体・地元自治体等の関係者を中心に研究会を設置し、地元の受入

体制等の現状・方向性等問題意識を共有し、二次交通等の可能性を検討した。 

   平成２９年度は前年度の検討結果から、インバウンド誘客によるチャーターバスの運行を見

据え、数多くのインバウンドを手掛ける国内最大のランドオペレーターであるＪＴＢグローバ

ルマーケティング＆トラベルと意見交換会を実施し、地元の受入体制やランドオペレーターが

求めているメニューなどについて意見交換した。 

 

【平成２８年度】 

  （１）第１回（ワークショップ①）（５/２６） 

小松経済活性化部会長が座長となり、提案会員、会員

自治体、地元観光協会と地元の受け入れ体制について

検討した。 

 

 

 

 

 

  （２）第２回（ワークショップ②）（１１/２４） 

観光の現状・課題、県高速バス実証実験の分析及びバス運行シミュレーション結果につい

て確認し、運行実現のための課題と取組方向を検討した。 

 

  （３）第３回（ランドオペレーターとの意見交換会）（１２/２０） 

    検討結果を受け、インバウンド誘致によるチャーターバスの運行などを見据え、鴨川・ 

勝浦からランドオペレーターへのプレゼン及びインバウンド誘致に向けた意見交換を行っ

た。 

 

  （４）第４回（ランドオペレーターの鴨川市・勝浦市現地視察）（２/２４～２５） 

    ランドオペレーターを鴨川市・勝浦市に招き、現地視察を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鴨川ユニバースホテル会議室での意見交換会 キュステでのひなまつり見学風景 

第１回ワークショップの様子 
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  （５）第５回（ワークショップ③）（３/１７） 

運行実現のための課題と取組方向とイン 

バウンド受入体制づくりを検討した。 

 
 
 
 
 
 

【平成２９年度】 

（１）ＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベルとの意見交換会（９/２２） 

国内最大のランドオペレーターであるＪＴＢグローバルマーケティング＆トラベルと 

意見交換会を実施し、インバウンド誘致の可能性を検討した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）ランドオペレーターの鴨川市・勝浦市現地視察（１２/１１～１２） 

ランドオペレーターを鴨川市・勝浦市に招き、現地視察を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

第３回ワークショップの様子 

意見交換会の様子 プレゼンの様子 

亀田鴨川市長との意見交換の様子 鴨川シーワールドの視察の様子 
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（３）二次交通研究会のまとめ（３/１４） 

１２月に実施した国内最大手ランドオペレーターであるＪＴＢグローバルマーケティン

グ＆トラベルを招請したファムトリップについての成果のほか、千葉県で実施する訪日団体

旅行客向けバスツアー支援事業について意見交換を行った。 

研究会を通して、二次交通には、まず地域を知ってもらい多くの人々に来てもらうことが

優先であり、今後は二次交通、三次交通に繋げていくため、地元が中心となってこれまで以

上に地元の魅力づくり・知名度アップを図っていくこととなった。 

 

  

二次交通研究会まとめの様子 
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３ マーケットリサーチ（一部再掲） 

   平成２５年度は千葉県内の観光・産業振興に活用する基礎資料とするため、成田空港の 

国内線の利用動向や国内線を利用した千葉県への来訪状況、成田空港のアクセス利用状況な

どについてインターネット調査を通じて実施した。 

平成２９年度は平成２５年度に実施した国内線利用動向調査をフォローアップするため、

同様の調査を実施し、経年変化を把握した。また、県内宿泊施設を利用する外国人の日本滞

在中の動向を探るため、インバウンド周遊動向調査を実施した。 

 

【平成２５年度】 

  成田空港国内線の利用状況と国内線を利用する来県者動向に係る調査 

   成田空港の国内線の利用動向や国内線を利用した千葉県への来訪状況、成田空港のアクセス

利用状況などについてインターネット調査を通じて実施し、千葉県内の観光・産業振興に活用

する基礎資料とした。 

 

【平成２９年度】 

  成田空港国内線の利用状況と国内線を利用する来県者動向に係る調査 

   平成２５年度に実施した「成田空港国内線の利用状況と国内線を利用する来県者動向に係る

調査」について、経年変化の状況を把握するため、同様の調査を行った。 

成田空港活用協議会の取り組みの成果を検証するとともに、成田空港活用協議会の会員が千

葉県内の観光・産業振興の取り組みに幅広く活用するための基礎資料として会員へ情報提供を

行った。 
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● 会員提案の具体化 

・協議会では、会員から空港を活用した事業展開についてのアイデアを募り、会員の連携・協働に

よる事業展開をサポートすることで、これまで企業・団体単独では取り組むことが困難であった事

業等を事業化につなげた。 

 

● 国内線利用者の県内観光の推進 

・パークゴルフを観光資源として活用した成田空港国内線利用者の集客（Ｈ２６提案） 

・北海道・千葉パークゴルフ交流大会及びモニターツアーの実施（Ｈ２６提案） 

・沖縄・奄美と地域間連携して実施したスカイツリーにおけるＰＲイベント（Ｈ２７提案） 

・インフルエンサーとメディアを利用した情報発信の実施（Ｈ２７提案） 

・スポーツツーリズムをテーマとした国内線就航先との連携（Ｈ２８提案） 

・就航先メディアを活用した情報発信（Ｈ２９提案） 

 

● インバウンド県内観光の推進 

・ランドオペレーターとの商談会の実施（Ｈ２６提案） 

・タイ王国からのメディア招へい事業の実施（Ｈ２８提案） 

・海外のポータルサイト等を利用したＷＥＢでの情報発信（Ｈ２８提案） 

・インバウンドに関するセミナーの実施（Ｈ２８提案） 

 

● 成田空港発の県内企業ビジネスの創出 

・成田空港からの二次交通の確保に向けた検討（Ｈ２７提案） 

・成田空港や圏央道等を活用した産業振興に向けた検討（Ｈ２８提案） 

 

● ナリタファンの拡大 

・Chiba Sweets Collection in Narita Airport（Ｈ２５提案） 

・成田空港親子見学バスツアー（つくば）の実施（Ｈ２７提案） 

 

● ＯＵＲ ＡＩＲＰＯＲＴとしての利用促進 

・千葉県高速バス実証運行事業と連携した空港利用促進事業の実施（Ｈ２７提案） 

・圏央道沿線でのプロモーションにおける千葉県の特産物のＰＲの実施（Ｈ２７提案） 

・圏央道沿線でのプロモーションにおけるラジオを使った告知等の実施（Ｈ２７提案） 

・北関東エリアの商業施設等でのイベント開催（Ｈ２８提案） 

 

● 成田空港の利便性向上 

・圏央道の早期全線開通にかかる要望活動（Ｈ２５提案） 

・北千葉道路整備の早期事業化にかかる要望活動（Ｈ２５提案） 

 

 



 


